
円
「
味
覚
弁
当
」
２
０
０
０
円

「
ミ
ニ
会
席
」
３
０
０
０
円
。

一
品
も
の
の
「
鯛
ま
ん
じ
ゅ

う
」
も
好
評
だ
。

回
中
央
区
中
山
手
通
２
．
１
・
旭
高
島
ピ

ル
２
万

茸
３
３
３
１
７
４
３
７

昼
荊
・
・
犯
１
２
．
．
釦
夜
５
．
・
叩
Ｉ
畑
・
・
㈹

☆
デ
ィ
ス
コ
で
嬉
し
い
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
イ
ベ
ン
ト
が

４
月
の
第
４
週
ま
で
の
ウ
イ

ー
ク
デ
イ
（
月
ｌ
木
）
を
利
用

し
て
オ
ー
バ
Ｂ
１
Ｆ
の
キ
ン
グ

＆
ク
イ
ー
ン
で
嬉
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
行
な
わ
れ
る
。
内
容
は
、

ア
パ
レ
ル
会
社
焔
社
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
で
、
毎
日
ご
と
に
違
っ

た
商
品
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
楽

し
め
そ
の
上
、
当
日
お
越
し
の

方
に
抽
選
で
そ
の
商
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
も
の
。

そ
の
上
、
期
間
中
に
こ
の
イ
ベ

ン
ト
の
チ
ラ
シ
を
持
っ
て
行
く

と
１
枚
に
つ
き
３
名
様
を
千
円

Ｏ
Ｆ
Ｆ
と
い
う
優
待
も
。

４
月
の
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
は
盛

り
沢
山
の
企
画
が
あ
っ
て
何
だ

か
眠
れ
な
さ
そ
う
。

☆
イ
タ
リ
ア
の
味
が
手
軽
に
／
、

住
吉
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
－
Ｆ

に
オ
ー
プ
ン
し
た
チ
ッ
タ
ア
ル

タ
は
、
本
格
的
な
味
が
楽
し
め

る
ピ
ッ
ッ
エ
リ
ア
。

木
造
り
の
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子

そ
し
て
白
壁
と
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た
グ
リ
ー
ン

が
素
朴
な
イ
タ
リ
ア
の
田
舎
屋

を
思
わ
せ
る
。
そ
の
場
で
す
ば

や
く
焼
き
あ
げ
る
ピ
ッ
ツ
ァ

は
、
軽
く
て
熱
々
の
と
こ
ろ
が

一
段
と
お
い
し
い
。
お
す
す
め

は
き
の
こ
と
生
ハ
ム
の
ピ
ッ
ツ

ァ
（
９
０
０
円
）
、
大
人
の
味
の

４
種
チ
ー
ズ
の
ピ
ッ
ツ
ァ
（
７

５
０
円
）
等
。
珍
し
い
イ
タ
リ

ア
ン
ビ
ー
ル
や
カ
ク
テ
ル
を
片

手
に
ほ
お
ば
っ
て
ボ
ナ
ペ
テ
ィ

ー
ト
Ⅱ
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
利

用
で
き
る
。

閏
中
央
区
北
野
町
１
オ
ー
パ
Ｂ
１
Ｆ
５

”
犯
Ｐ
Ｍ
Ｉ
旭
藍
ｍ
Ａ
Ｍ

満
迦
１
４
５
０
０
年
中
無
休

☆
新
作
ビ
デ
オ
情
報
ノ
．

「
レ
イ
プ
」
「
ス
プ
ー
ン
一

び
っ

画一■

可愛いくても、本格的

剛
住
吉
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
（
リ
ブ
）
１
Ｆ

宮
８
５
４
１
５
５
５
２
⑱
Ａ
Ｍ
Ｉ
的
Ｐ

Ｍ
年
中
無
休

☆
生
田
の
森
を
見
な
が
ら
イ
キ

の
い
い
鯛
・
蛸
料
理
を

三
宮
駅
北
側
の
東
門
筋
か
ら

中
山
手
通
り
に
出
て
少
し
差
手

に
、
イ
キ
の
い
い
鯛
料
理
、
蛸

料
理
を
手
ご
ろ
な
お
値
段
で
食

べ
さ
せ
て
く
れ
る
店
が
あ
る
。

味
鶴
と
い
う
割
烹
料
理
店
で
、

天
然
も
の
の
魚
を
四
国
は
松
山

か
ら
毎
日
直
送
し
て
く
る
の
が

味
噌
。
畳
敷
き
の
落
ち
着
い
た

室
か
ら
生
田
の
樹
海
を
眺
め
な

が
ら
、
心
の
こ
も
っ
た
料
理
に

舌
鼓
を
打
っ
て
み
て
は
。

お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
は
「
小

町
弁
当
」
８
０
０
円
（
女
性
の

み
）
「
四
季
弁
当
」
１
５
０
０

148

仲良しさんにもピッタリ

誤Ｐ

噸
懸
隔
舗
州
錘
、
駒
鐘

子
は
風
味
が
あ
り
、
ま
ろ

や
か
。
将
に
、
銘
菓
に
ふ

●
さ
わ
し
い
。

園
明
石
市
本
町
１
丁
目
吃
１
打

言
（
０
７
８
）
９
１
１
１
３
６
３
５

９
ｍ
０
０
１
⑲
”
０
０
・
火
晒
休

園
抹
茶
・
煎
茶
セ
ッ
ト
を
加
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
住
所
・
氏
名
・
茸

を
記
入
の
上
、
月
刊
神
戸
っ
子
４

月
号
「
び
っ
と
い
ん
分
大
」
係
ま
で

－１職

嬉しいイベントが‘. . …

吹
き

い
斗
誌
譲
酎
岬

》
酔
鐸
韮
睦
桝

霊
凱
準
誌
垂
嘩

た
だ
く

明
石
の
銘
菓
「
藤
江
屋
・

分
大
」
で
は
そ
ん
な
賛
沢

な
時
間
が
過
せ
る
。

昨
年
の
岨
月
に
６
階
建

て
の
本
店
が
完
成
し
た

「
分
大
」
の
１
階
に
は
、

そ
の
場
で
和
菓
子
が
味
わ

え
る
立
礼
席
が
設
け
ら
れ

て
い
て
、
季
節
ご
と
に
変

わ
る
主
菓
子
と
抹
茶
、
あ

る
い
は
煎
茶
の
セ
ッ
ト

（
￥
７
０
０
）
が
愉
し
め

る
。
吟
味
さ
れ
た
材
料
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
和
菓
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蕊

。

；

杯
の
幸
せ
」
な
ど
数
々
の
ヒ
ッ

ト
作
を
生
み
出
し
た
落
合
恵
子

原
作
の
「
夏
草
の
女
た
ち
』
（
講

談
社
文
庫
刊
）
の
ビ
デ
オ
ソ
フ

ト
（
叩
分
／
カ
ラ
ー
￥
１
４
５

０
０
）
が
東
芝
映
像
ソ
フ
ト
㈱

か
ら
発
売
さ
れ
る
。

昭
和
訂
年
の
夏
。
秋
に
は
立

ち
退
き
を
迫
ら
れ
て
い
た
東
京

鱗鍵
､蝿.理;鋼鴎甥ぷ

= 惣謹鐸

- 鈴座‘Y i : ”父だす、
蕊念汀試●

世
界
の
味
め
ぐ
り

フ
ラ
ン
ス
料
理

シ
ヤ
ン
ー
プ
・

ク
レ
ー
ル

中
央
区
雲
井
通
８
三
宮
タ
ー
ミ
ナ
ル

ホ
テ
ル
４
Ｆ

衝
２
３
２
１
１
６
３
０
２
９
１
１

０
０
４
１
（
ホ
テ
ル
宴
集
会
課
）

本
格
的
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

レ
ス
ト
ラ
ン
が
三
宮
タ
ー
ミ

ナ
ル
ホ
テ
ル
に
オ
ー
プ
ン
し

て
９
年
目
。
こ
の
４
月
は
趣

向
を
凝
ら
し
た
企
画
が
目
白

押
し
で
あ
る
。

ま
ず
晦
日
（
土
）
は
〃
フ
ラ

ン
ス
料
理
と
世
界
の
ワ
イ
ン

の
夕
べ
〃
と
銘
打
っ
た
「
特

別
賞
味
会
」
が
午
後
６
時
か

ら
。
予
約
制
で
税
。
サ
込
み

料
理
、
手
ご
ろ
な
お
値
段
が
人

気
を
呼
ん
で
連
日
大
盛
況
。
「
子

供
さ
ん
を
中
心
に
し
た
庶
民
的

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
的
雰
囲
気
の
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
お
店
を
目

指
し
て
い
ま
す
」
と
は
店
長
さ

ん
。お

す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
は
「
リ

ブ
セ
ッ
ト
」
９
８
０
円
、
「
ベ
ル

セ
ッ
ト
」
８
８
０
円
、
「
レ
デ

イ
ス
セ
ッ
ト
」
７
５
０
円
、
そ

し
て
お
子
様
に
は
「
ち
び
っ
子

セ
ッ
ト
」
が
喜
ば
れ
て
い
る
。

国
住
吉
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
（
Ｊ
Ｒ
住
吉
駅
）

・
リ
ブ
３
Ｆ

衝
８
５
４
‐
５
５
２
２

加
Ａ
Ｍ
Ｉ
加
Ｐ
Ｍ

□

欝 繊
ン
・
東
中
野
の
オ
ン
ポ
ロ
ア
パ
ー

ナ
ト
に
様
々
な
運
命
を
背
負
っ
た

恋
女
た
ち
が
住
ん
で
い
る
。
物
語

ノ
は
、
世
間
か
ら
は
み
出
し
て
戦

、
後
を
生
き
抜
い
た
女
た
ち
の
姿

陶
を
７
才
の
少
女
・
友
子
の
「
裸

の
目
」
を
通
し
て
リ
リ
カ
ル
に

￥
描
く
。
監
督
・
高
橋
勝
、
出
演

屍
・
阿
木
耀
子
、
今
陽
子
他
。

■
「
夏
草
の
女
た
ち
」
の
ビ
デ
オ
ソ
フ
ト

》
》
》
》
》
》
札
確
崖
誌
》
》
》
》
》
》
睡

榊
☆
ゆ
っ
た
り
ス
ペ
ー
ス
で

”
季
節
の
味
覚
を

像
ト
ア
ロ
ー
ド
か
ら
少
し
東
へ

認
入
っ
た
と
こ
ろ
に
、
春
夏
秋
冬

束
そ
れ
ぞ
れ
に
季
節
難
治
坤
濫
誰

胴
活
魚
料
理
の
お
店
大
瓶
狸
々

月
が
オ
！
プ
ン
。
広
い
カ
ウ
ン
タ

４

‐
と
テ
ー
ブ
ル
席
、
そ
れ
に
お

お子さんもきっと満足

１
６
０
０
０
円
だ
が
、
魚
や
肉

料
理
に
合
わ
せ
て
ワ
イ
ン
も
心

ゆ
く
ま
で
堪
能
で
き
る
の
が
嬉

し
い
。
こ
の
催
し
は
春
と
秋
に

１
回
ず
つ
行
う
予
定
と
い
う
。

次
に
犯
日
（
土
）
午
後
２
時
か

ら
「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
・
グ
ル
メ
フ

ェ
ア
」
が
、
今
秋
結
婚
を
控
え

１
１４９
１

た
カ
ッ
プ
ル
お
よ
び
両
家
の

親
御
さ
ん
を
対
象
に
開
か
れ

る
。
披
露
宴
も
で
き
る
こ
と

を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
趣
旨
の
も
の
で
、
特
別

価
格
の
１
０
０
０
０
円
に
て

奉
仕
。
ぜ
ひ
お
試
し
下
さ
い
。

さ
ら
に
訂
日
（
木
）
は
１
２

０
０
円
で
ケ
ー
キ
食
べ
放

題
、
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
飲
み

放
題
の
「
ケ
ー
キ
デ
ザ
ー
ト

バ
イ
キ
ン
グ
」
が
あ
る
。
い

ろ
い
ろ
な
お
菓
子
を
並
べ
て

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
も

ら
う
企
画
と
し
て
、
毎
月
最

終
木
曜
日
に
午
後
２
時
１
５

時
に
開
か
れ
る
。

オ
ー
プ
ン
９
年
目
を
迎
え

ま
す
ま
す
充
実
の
シ
ャ
ン
テ

・
ク
レ
ー
ル
で
あ
る
。

あ
な
ど
の
箱
ず
し
、
巻
ず
し
も

始
め
ま
し
た
。
持
ち
帰
り
も
で

き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
賞
味
下
さ

い
」
と
店
長
さ
ん
。
も
ち
ろ
ん

宴
会
も
Ｏ
Ｋ
。

回
中
央
区
北
長
狭
通
２
‐
５
１
１
大
信
サ

ン
セ
ッ
ト
ビ
ル
７
Ｆ
窟
３
２
２
１
２
２

１
５
Ａ
Ｍ
側
・
・
卯
Ｉ
Ｐ
Ｍ
的
サ
ー
ビ

ス
タ
イ
ム
Ａ
Ｍ
Ⅲ
・
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
３

☆
フ
ァ
ミ
リ
ー
的
雰
囲
気
で

楽
し
く
お
食
事
を

３
月
３
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ば
か
り
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
レ
ス
ト

ラ
ン
神
戸
ベ
ル
は
、
明
る
い
店

内
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の

格調高い雰囲気の店内

座
敷
で
は
宴
会
も
で
き
る
ゆ
っ

た
り
ス
ペ
ー
ス
の
店
内
は
、
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
が
漂
う
。

お
昼
の
サ
ー
ピ
ス
タ
イ
ム
に

は
ミ
ニ
懐
石
が
２
５
０
０
円
と

３
５
０
０
円
の
コ
ー
ス
で
、
お

つ
く
り
か
ら
炊
き
合
わ
せ
、
天

ぷ
ら
な
ど
盛
り
沢
山
の
料
理
を

楽
し
め
る
。
「
今
度
新
し
く
、
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の
村
は
叩
即
評
話
率
叱
味
叫
団
１
１
）
２
５
０

峠
り
ま
、
⑬
演
奏
者
…
ア
ミ
ッ
ト
・
ロ
ィ
（
シ
タ
ー

ル
）
蕊
吉
見
正
樹
（
勉
日
タ
ブ
ラ
）
山
中

画
グ
リ
ー
治
子
（
掴
日
タ
プ
ラ
）

癖
ン
ビ
ア
〃
☆
自
由
と
生
命
の
躍
動
″

三
木
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
坂
本
龍
馬
」

露
灘
擬
態
蚤
鮒
諜
蕊
綱
穏

溺
篭
耗
蕊
騨
棋
鑑
播
糟
が
謂
締
葬
企
画
添
主
催

睦
名
と
１
会
場
で
開
催
。

団
体
）
○
播
磨
中
央
公
園
４
月
別
日
吋
峰
挿
秦
鐸
計
癖
や
召
の
や
率

が
決
定
（
日
）
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
フ
ァ
ド
音
楽
を
堪
能
で
き
る
。
ア
ミ

ミ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
５
月
３
日
ツ
ト
・
ロ
イ
さ
ん
は
ヨ
ー
ロ
ッ

文
化
団
体
〃
半
ど
ん
の
会
″
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

主
催
の
〃
半
ど
ん
の
会
文
化
賞
″
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
恒

☆
県
下
の
文
化
向
上
に
貢
献
し
り
県
民
会
館
ｎ
Ｆ
で
行
な
わ
れ
る
。

た
人
々
を
顕
彰
☆
刊
ひ
ょ
う
ご

○
現
代
芸
術
賞
（
祝
）
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
シ
ョ

①
文
学
部
門
…
高
橋
夏
男
（
評
論
・
茜
、
－
５
月
４
日
（
体
）
ヌ
イ
グ
寿
痔
跡
審
御
榊
森
帆
謹
韮
永
確

・
聯
様
洲
窯
趣
厨
錘
嬢
釧
ヵ
順
調
鰹
翼
評
溺
蕊

小
泉
八
重
子
（
俳
句
）

瀬
憲
一
（
洋
画
）
、
横
山
埋
平
（
か
な
書
）
し
。ノ

、
５
／
吃
（
金
）
旧
時
ア
イ
ル
・
モ
レ

○
文
化
功
労
賞
…
正
木
越
彩
（
詩
）
、
坂

ほ
か
、
フ
ラ
カ
ー
セ
タ
ン
Ｉ
、
・
コ
タ
（
貢
０
６
２
０
３
１
４
６
３
６
）

１
．
今
舎
・
書
・
こ
、
Ｉ
く
／
、
今
争
１
宮
も
、
－
１

し
た
。

○
及
川
記
念
賞
…
高
演
直
子
（
児
童
文
学
）

浅
田
耕
三
（
小
説
）
、
鷹
野
春
美
（
短

歌
）
、
有
馬
尚
苑
（
墨
象
）
、
西
端
正
（
陶

○
県
民
感
謝
賞

三
浦
真
厳
（
社
会
）
、
鯛
谷
隆
生
（
洋

画
）芸

）
、
羽
田
ま
こ
と
（
工
芸
）
、
尾
山
菊
ま
青
少
年
館
、
西
脇
馬
事
公
（
木
）
、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル

田
二
三
夫
（
短
歌
）
、
上
田
一
成
（
短

歌
）
、
若
松
六
魚
（
俳
画
家
）
、
木
戸
正

（
郷
土
史
）
、
田
中
忠
雄
（
郷
土
史
）
、
鍛

睦
彦
（
音
楽
）

矢
（
日
本
舞
踊
）
、
劇
団
ら
せ
ん
館
（
波
苑
、
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
劇
場
で
上
演
さ
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ

劇
）
。

な
お
表
彰
式
は
３
／
記
、
哩
時
鋤
分
よ
－
で
も
楽
し
い
催
し
。
カ
ル
「
坂
本
龍
馬
」
の
記
者
会
見

ジ
ャ
ー
ナ
ル

ポ
ケ
ッ
ト

１
１５０
１

お
問
い
合
せ
／
兵
庫
県
文
化
課

電
話
（
０
７
８
）
３
４
１
１
７
７
１
１

内
線
４
３
８
３

え
て
い
る
が
、
最
近
商
業
主
義

東
は
り
６
月
３
日
（
土
）
１
妬
日

２
０
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク
付
）

い
こ
い
⑨
５
／
⑬
（
土
）
四
時
バ
ー
ズ
ピ
ル
（
言

- = = q 逐湧一

巷
で
は
様
々
な
音
楽
が
、
あ

☆
精
神
性
溢
れ
る

イ
ン
ド
音
楽
の
真
髄
を

ぶ
く
の
ご
と
く
現
わ
れ
て
は
消輝く旋律

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

お
願
い
地
蔵
様

鵬
一
粒
園
の
池
、
先
生
へ
尚
磁
の
お
地

蔵
様
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
笑
み
毒

堆
え
た
ふ
く
よ
か
な
表
情
は
懐
か
し
い

大
ち
ゃ
ん
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。

陶
芸
の
惟
業
を
す
る
お
父
さ
ん
に
つ

･世

や
っ
て
き
た
大
ち
ゃ
ん
は
、
伝
い

の
時
に
転
び
鹿
挫
慨
を
受
け
て
左

麻
蝉
に
な
り
、
い
ざ
っ
て
し
か
動

ん蝉
で' に

せ
、
美
く
し
い
光
簸
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

翌
年
の
春
、
技
術
を
修
得
さ
れ
た
お

父
さ
ん
は
帰
郷
さ
れ
、
間
も
な
く
お
地

蔵
様
を
送
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
し

て
一
昨
年
五
月
先
生
が
入
院
さ
れ
て
い

た
天
理
の
病
院
で
懐
か
し
い
大
ち
ゃ
ん

と
榔
釜
し
ま
》
た
。
四
年
生
の
大
ち
ゃ

ん
は
左
足
を
引
き
ず
り
な
が
ら
も
病
院

ら
れ

の
中
を
走
り
回
る
健
狂
ぶ
り
が
難
し

く
、
“
一
・
八
は
抱
き
あ
っ
て
喜
び
ま
し
た
。

麟
撒
色
づ
き
運
動
会
が
近
ず
く
こ
ろ

先
生
は
お
地
蔵
様
に
大
ち
ゃ
ん
の
元
気

な
成
長
を
祈
ら
れ
る
の
で
し
た
。
（
Ｋ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

副
神
戸
市
中
央
Ⅸ
御
幸
通
八
１
－
‐
・
六

神
戸
国
際
会
館
『
階
郵
便
局
の
隣

奮
○
膳
八
’
二
三
一
’
二
一
距
四
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１
１５１
１

誠
意
町
す
霊
…
…
た
蝋
に
…
衆
幽
縫
；
卜
雪
ア
シ
重
‐
鵬
‐
『
：
ｌ
‐

で
行
な
わ
れ
た
。
映
両
や
Ｔ
Ｖ
業
員
に
は
、
常
に
お
客
さ
ん
の
ム
の
南
側
ウ
イ
ン
ド
を
使
用
，
〕

識；
な
ど
で
身
に
な
る
よ
う
に
、
と
教
育
し
て
デ
ザ
イ
ン
閏
を
カ
ッ
テ
ィ
ン

数
多
く
て
い
ま
す
が
、
私
は
つ
い
き
び
グ
シ
ー
ト
で
再
現
す
る
と
い
う

岬
描
か
れ

０“
て
き
た

詔
龍
馬
の

し
く
な
り
す
ぎ
ま
す
の
で
、
店
も
の
。

は
夫
と
弟
に
ま
か
せ
て
、
私
は
２
点
の
優
秀
稚
晶
は
前
期
・

東
京
で
仕
事
に
励
み
ま
す
」
と
後
期
に
わ
け
て
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

初
の
ミ
あ
い
さ
つ
。
和
凪
さ
ん
の
キ
ャ
さ
れ
る
。
４
１
９
月
は
、
枚
方

ユ
ー
ジ
ラ
ク
タ
ー
の
表
わ
れ
た
、
暖
い
市
の
主
婦
・
岩
永
登
代
子
さ
ん

ごやかな遮霧風景
Ｃ
Ｃ
＆

で
お

な
じ
み

の
日
本

電
な
式
気
株

会
社

一
一
黙
瀞

一
》
》
》
塞
鍛
》
婦
一
》
》

｜
極
卦
》
》
喉
癖
祉
帰
軸
恥
嘩
唖
砕
岬
一

蝿
一
蕊

一
函
蜘
翻
鰯
輔
謡
蝋
灘

一
読
認
。
擬
並
木
・
藤
端
が
さ
し
ぴ
が

懲
搬
慨
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グ
ル
メ
デ
ィ
ア
刑
と
は
・
・
・

今
年
の
秋
ｎ
月
に
京
都
．

ン
や
パ
ー
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
を
よ

り
豪
華
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
ラ
ウ

ン
ジ
の
窓
も
拡
大
、
景
色
を
よ

り
見
易
く
す
る
等
、
ワ
ン
ラ
ン

ク
上
の
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

こ
の
日
は
午
後
３
時
か
ら
新

航
路
の
就
航
式
が
行
な
わ
れ
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
出
航
を

祝
っ
た
。
問
い
合
わ
せ
は
（
恋

３
３
３
‐
８
４
８
０
）

☆
北
野
を
舞
台
に
〃
遊
花
人
″

が
花
々
の
競
演
／
、

異
人
館
倶
楽
部
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
は
〃
花
じ
か
け
の

７
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
〃
・
４
月
調
日
（
土
）

’
５
月
５
日
（
金
）
、
異
人
館
倶

楽
部
パ
ー
ト
Ⅱ
で
７
日
間
に
わ

た
り
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
大
胆
に
展
開
さ
れ
る
。

一旬＝

商
工
会
議
所
が
中
心
に
な
住
」
の
三
つ
の
要
素
が
生
活

行
わ
れ
る
。
神
戸
で
は
神
戸
し
い
こ
と
だ
。
「
衣
・
食
。

大
阪
。
神
戸
の
三
都
市
で
ワ

花時計り
、
ま
ず
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
を
支
え
て
い
る
の
だ
か
ら
当

－
ル
ド
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
．
に
グ
ル
メ
・
フ
ェ
ア
が
織
り

ン
の
完
成
記
念
の
街
び
ら
を
し
め
て
い
い
。
衣
だ
け
が

ン
ド
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ダ
ウ
然
、
食
が
大
き
く
そ
の
位
置

フ
ェ
ア
八
Ｗ
。
Ｆ
・
Ｆ
Ｖ
が
込
ま
れ
て
い
る
の
は
素
晴
ら

福井の情報が満載

Ｗ
・
Ｆ
ｏ
Ｆ
、
ワ
ー
ル
ド

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
フ
ェ
ア

１
１
１
‐
‐
‐
Ｉ
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐

，
Ｉ
‐
，
Ｉ
‐
，
Ｉ
‐
‐
‐
ｌ
‐
１
‐
‐
‐
，
’
…
‐
‐
‐

‐
‐
‐
‐
ｌ
‐
‐
‐
ｌ
‐
・
‐
‐
‐
’
’
１
，
‐
』

現
在
、
各
々
の
分
野
で
活
躍

し
て
い
る
フ
ロ
ー
リ
ス
ト
７
人

が
、
今
ま
で
の
既
成
概
念
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
遊
び
心

を
大
切
に
花
を
ア
ー
ト
す
る
フ

由
な
発
想
で
技
術
、
個
性
を
出

し
あ
い
、
人
間
と
し
て
の
つ
な

が
り
で
、
ひ
と
つ
の
モ
ノ
を
創

り
あ
げ
て
い
く
。
今
回
の
〃
花

じ
か
け
の
７
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
″
が
遊

花
人
の
デ
ヴ
ュ
ー
舞
台
。
空
間

に
花
が
と
ぷ
ｌ
ミ
ス
テ
リ
ァ

き
。
そ
し
て
、
コ
ウ
ベ
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
フ
ェ
ア
。
そ
し

て
、
グ
ル
メ
デ
イ
ア
籾
、
つ

ま
り
グ
ル
メ
・
フ
ェ
ア
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
着
女
と
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

１
１５２
１

●
六
○
ｍ
ｍ
で
○
ｍ
『

★
オ
リ
ッ
ク
ス
・
プ
レ
ー
プ
ス
神
戸
後

援
会
（
仮
称
）
が
、
３
月
鋤
臼
に
発
会
式

を
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
代
表
発
起
人
は
、
奥
村
輝
之

以
登
田
穂
、
大
熊
律
夫
、
大
西
畔
、
奥

塚
鬼
八
郎
、
笹
山
幸
俊
、
野
深
太
一
郎

増
田
晴
信
、
森
本
泰
好
さ
ん
ら
。

瓢
務
局
〒
剛
－
ｍ
神
戸
市
頑
膳
区
緑
台

（
財
）
神
戸
市
公
園
緑
化
協
会
、
神
戸
総

合
述
動
公
園
経
営
本
部
内
〒
町
神
戸
市

中
央
区
小
野
柄
通
７
丁
目
１
ノ
昭
三
宮

ピ
ル
北
館
・
オ
リ
エ
ン
ト
リ
ー
ス
㈱
神

戸
支
店
内
倉
０
７
８
（
２
９
１
）
０
３
０

１
。★

建
築
家
の
小
林
恒
さ
ん
が
、
２
月
配

日
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
、
松
岡
由
蛍
さ

ん
と
の
結
婚
を
祝
う
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。★

合
資
会
社
井
上
油
店
の
代
表
社
員
井

上
晃
孝
氏
が
亡
く
な
ら
れ
、
三
月
十
七

日
真
光
寺
で
汁
蕊
が
と
り
行
わ
れ
ま
し

た
。☆

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
中
島
嘉
子
さ
ん
の
ご

主
人
金
崎
敏
夫
氏
が
、
病
気
の
た
め
、

三
月
十
八
日
に
亡
く
な
ら
れ
、
十
九
日

に
ご
葬
儀
が
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

☆
４
月
記
・
”
・
詑
日
、
和
紙
ち
ぎ
り

絵
の
虹
展
（
中
野
肇
社
長
・
全
国
大
会
）

が
、
神
戸
国
際
展
示
場
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
４
月
幻
日
は
、
第
２
回
ダ
ー
ク
ダ

ッ
ク
ス
虹
展
コ
ン
サ
ー
ト
（
神
戸
国
際

会
議
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
）
が
、
妬
時
か

ら
、
親
睦
パ
ー
テ
ィ
が
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
借
楽
の
間
で
犯
時
よ
り
開
催
さ
れ

ま
す
。
（
会
費
￥
１
２
，
０
０
０
円
）

★
４
月
哩
日
ｌ
晦
日
。
い
け
ば
な
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
神
戸
支
部
（
花
展
委

員
富
士
崎
良
、
ニ
ッ
キ
ー
オ
ー
ル
マ
ン
）

に
よ
る
、
第
亜
回
い
け
ば
な
イ
ン
タ
ー

ナ
ョ
ナ
ル
神
戸
支
部
の
花
展
が
Ⅲ
催
さ

れ
、
初
日
朝
、
時
花
展
の
オ
ー
プ
ー
ラ

グ
セ
レ
モ
ニ
イ
が
、
神
戸
市
立
相
楽
園

会
館
で
開
か
れ
る
。

★
四
月
二
十
日
。
伊
藤
忠
商
事
側
（
代

表
取
締
役
社
長
米
倉
功
）
大
阪
建
設
開

発
部
と
都
市
開
発
課
に
よ
る
「
塾
ロ
光

町
」
の
造
成
工
事
が
三
月
を
以
て
竣
工

十
二
時
三
○
分
よ
り
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ

ホ
テ
ル
借
楽
の
間
で
感
謝
の
意
を
こ
め

パ
ー
テ
ィ
を
開
く
。

Ｇ・Ｗはフラワーパージョン

成〃遊集イアラ
･ を花団ス１ワ
自結人〃トテＩ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
で

は
な
い
。
生
活
文
化
す
べ
て

に
、
彩
ど
り
と
豊
か
さ
が
な

け
れ
ば
、
本
当
に
生
活
の
豊

か
さ
が
生
ま
れ
て
こ
な
い
。

グ
ル
メ
デ
ィ
ア
籾
は
、
グ

ル
メ
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
八
食

の
展
示
会
Ｖ
・
グ
ル
メ
・
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
は
「
食
談
会
」

や
「
音
談
会
」
な
ど
食
の
専
門

店
を
中
心
に
し
た
楽
し
い
企

画
。
グ
ル
メ
・
パ
ー
テ
ィ
は

ホ
テ
ル
。
旅
館
な
ど
で
企
画

さ
れ
る
豪
華
な
パ
ー
テ
ィ
。

そ
し
て
、
グ
ル
メ
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
し
め
く
く
る
。
期
待

い
っ
ぱ
い
の
催
し
だ
八
Ｙ
Ｖ

ス
で
ロ
マ
ン
ア
ィ
ッ
ク
な
こ
の

企
画
を
お
見
逃
し
な
く
。

★
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

日
本
タ
ウ
ン
誌
協
会
に
加
盟

の
㈱
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
出
版
か
ら

「
観
光
レ
ジ
ャ
ー
ガ
イ
ド
ふ
く

い
」
が
刊
行
さ
れ
た
の
を
記
念

し
て
、
こ
の
本
を
５
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
豊
富
な
写
真
と
イ

ラ
ス
ト
が
一
杯
、
福
井
の
旅
は

こ
れ
一
冊
で
Ｏ
Ｋ
。

□
御
希
望
の
方
は
住
所
・
氏
名
・
宮
を
記

入
の
う
え
月
刊
神
戸
っ
子
４
月
号
「
観
光

レ
ジ
ャ
ー
ガ
イ
ド
ふ
く
い
」
係
ま
で
。
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近
ご
ろ
、
自
分
と
同
年
配
の
知
人
が
バ
タ
バ
タ
と

し
き
ん
だ
ん

他
界
す
る
。
ま
る
で
、
戦
場
で
至
近
弾
が
落
ち
て
く

る
よ
う
な
気
持
に
な
る
こ
の
頃
で
あ
る
。
若
い
人
に

は
理
解
し
難
い
だ
ろ
う
が
、
至
近
弾
と
い
う
の
は
敵

の
砲
弾
が
身
近
か
に
落
ち
て
く
る
こ
と
で
、
敵
弾
の

焦
準
が
合
っ
て
き
た
証
拠
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
ま

だ
大
弗
霧
張
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
遥
か
前
方
に
弾

が
落
下
し
て
い
る
感
じ
で
八
ま
だ
あ
す
こ
ま
で
に
は

距
離
が
あ
る
Ｖ
と
思
え
る
。
ま
た
、
頭
越
し
に
弾
が

通
過
し
て
、
後
方
の
後
輩
に
あ
た
っ
た
場
合
は
八
目

分
は
運
が
よ
か
っ
た
寿
命
が
あ
っ
た
ん
だ
Ｖ
と
思
え

る
。と

こ
ろ
が
、
最
近
の
よ
う
に
、
自
分
に
近
い
年
齢

の
知
人
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
倒
れ
て
い
く
と
（
次
は
自
分

の
番
で
は
な
い
か
…
）
と
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
う

け
る
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
今
は
、
年
齢
の
順
序

な
ど
な
い
時
代
。
交
通
戦
争
、
産
業
戦
争
、
な
ど
な

ど
と
、
何
時
、
タ
マ
が
あ
た
る
か
わ
か
ら
な
い
〃
戦

場
″
と
な
る
と
、
熟
年
組
は
、
昔
を
思
い
出
す
。
最

近
、
カ
ラ
オ
ケ
バ
ー
の
マ
イ
ク
を
握
っ
て
歌
う
声

ふ
れ

は
、
若
き
日
に
、
撃
沈
さ
れ
た
艦
の
筏
に
つ
か
ま

り
、
ヤ
ケ
ク
ソ
に
怒
鳴
っ
て
い
た
歌
に
似
て
き
た
の

で
あ
る
。

<１＞

や
け
く
そ
カ
ラ
オ
ケ

高
橋
孟
八
マ
ン
ガ
と
文
ｖ

L ■
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＆

「
こ
れ
で
全
部
？
」

添
乗
員
一
一
シ
ダ
・
カ
ョ
コ
の
細
い
目
が
、
急
に
大
き
く
な
っ
た

よ
う
に
見
え
た
。
ハ
イ
ン
ッ
が
ま
だ
ま
だ
若
い
と
自
負
す
る
肩
で

ウ
ン
タ
ー
・
デ
ン
・
リ
ン
デ
ン
・
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
に
運
び
込

ん
だ
大
型
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
は
十
四
個
。

圏
第
肥
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
受
賞

連
載
小
説
八
－
Ｖ

訂

１
１５４
１

森
美
枝

画
／
石
川
晴
久

「
え
っ
、
足
り
な
い
？
」

一
度
た
し
か
め
た
は
ず
の
バ
ス
の
横
腹
の
収
納
庫
を
、
も
う
一

度
開
け
て
調
べ
た
が
、
自
分
用
の
ポ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
が
一
つ
残
っ

て
い
る
だ
け
で
、
結
局
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
は
ニ
シ
ダ
の
言
う
十
九
個

に
五
個
も
足
り
な
い
。

ハ
イ
ン
ッ
は
（
抜
か
っ
た
な
）
と
思
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
バ
ー
バ

ラ
の
こ
と
が
心
の
ど
こ
か
に
引
っ
か
か
っ
て
い
て
気
配
り
が
お
ろ

そ
か
に
な
っ
た
の
だ
。

飛
行
機
の
到
着
が
遅
れ
、
独
り
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
バ
ス
を
と
め
て

待
つ
間
、
又
し
て
も
そ
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
、
あ
の
時
、

西
ベ
ル
リ
ン
空
港
の
荷
物
渡
し
口
に
残
し
て
き
た
の
か
も
し
れ
な

い
。も

し
乗
継
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
に
残
っ
て
い
た
と
し
て

も
、
あ
の
時
に
ハ
イ
ン
ッ
が
気
付
い
て
い
れ
ば
、
西
ベ
ル
リ
ン
と

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ら
電
話
は
直
通
だ
し
、
時
間
も
経
っ
て
い
な

い
こ
と
だ
か
ら
、
も
っ
と
探
し
や
す
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

人
数
と
荷
物
の
数
の
チ
ェ
ッ
ク
は
添
乗
員
の
仕
事
で
、
運
転
手

に
は
責
任
は
な
い
が
、
慕
峠
に
自
分
の
手
で
秋
み
込
ん
だ
者
と
し

て
は
気
に
な
る
こ
と
だ
っ
た
。

時
刻
が
遅
い
の
で
、
客
は
そ
の
ま
ま
食
堂
へ
通
さ
れ
、
テ
ー
ブ

ル
に
つ
い
た
が
、
大
方
は
時
差
ぼ
け
と
長
距
離
の
飛
行
疲
れ
で
ぐ

っ
た
り
し
て
い
た
。
今
、
東
ベ
ル
リ
ン
は
サ
マ
ー
タ
イ
ム
で
午
後

八
時
。
日
本
は
も
う
夜
中
の
三
時
な
の
だ
か
ら
、
昨
日
そ
こ
か
ら

抜
け
出
し
て
き
た
体
が
自
然
に
眠
り
を
欲
し
て
も
無
理
は
な
い
。

し
か
し
、
ニ
シ
ダ
は
さ
す
が
職
業
柄
、
慣
れ
た
も
の
だ
。
小
柄

な
彼
女
は
、
こ
こ
で
は
童
女
に
し
か
見
え
な
い
が
、
ど
う
し
て
、

な
か
な
か
有
能
で
疲
れ
も
見
せ
ず
に
動
き
ま
わ
る
。

食
堂
で
客
の
飲
物
の
世
話
を
し
ず
ウ
ェ
イ
タ
ー
と
食
事
の
打
ち

合
わ
せ
を
し
、
と
っ
て
返
し
て
フ
ロ
ン
ト
で
消
え
た
荷
物
に
つ
い

て
あ
ち
こ
ち
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。
『
西
側
』
と
は
、
電
話

が
直
接
通
じ
な
い
の
で
も
ど
か
し
が
っ
て
い
る
。
西
ベ
ル
リ
ン
空

港
な
ど
、
国
境
さ
え
な
け
れ
ば
車
で
一
走
り
の
所
な
の
に
、
荷
物

が
有
る
の
か
無
い
の
か
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
が
な
か
な
か
つ

か
め
な
い
の
だ
か
ら
む
り
も
な
い
。
ス
ー
プ
が
出
て
、
サ
ラ
ダ
が

一戸
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守

■

多
さ
に
驚
い
て
い
た
。

朝
に
な
る
と
、
雨
は
ど
う
や
ら
止
ん
で
い
た
。
昨
夜
ぐ
っ
た
り

し
て
い
た
日
本
人
た
ち
は
、
一
晩
寝
る
と
元
気
を
と
り
戻
し
、
賑

や
か
に
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
朝
食
を
と
っ
て
い
る
。
一
一
シ
ダ
に
よ
れ

ば
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
連
絡
が
入
っ
た
の
で

お
互
い
に
喜
び
合
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。

今
日
は
、
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
門
、
モ
リ
・
オ
ー
ガ
イ
の
家
、

。
ヘ
ル
ガ
モ
ン
博
物
館
な
ど
を
見
て
そ
の
ま
ま
出
発
の
予
定
だ
っ
た

が
、
五
個
の
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
が
昼
ご
ろ
着
く
と
い
う
の
で
、
一
た

ん
ホ
テ
ル
へ
帰
り
、
昼
食
を
し
て
か
ら
次
の
町
へ
行
く
と
い
う
こ

と
に
予
定
を
変
更
、
午
後
は
第
二
次
大
戦
終
結
の
会
談
が
開
か
れ

た
ポ
ツ
ダ
ム
を
経
て
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
入
る
。

本
を
半
ば
開
い
て
立
て
た
形
、
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
建
物
が
あ

る
。
ラ
イ
プ
チ
ヒ
が
誇
る
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
大
学
で
あ
る
。
元

ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
と
い
っ
て
い
た
の
を
改
名
し
た
の
だ
が
、
有
名

な
経
済
学
者
と
こ
の
大
学
が
特
に
関
係
が
深
い
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
ら
し
い
。
ハ
イ
ン
ッ
は
大
通
り
を
へ
だ
て
た
広
場
の
銅
像
の

横
に
立
っ
て
そ
の
建
物
を
眺
め
て
い
た
。
建
物
が
本
の
形
だ
と
、

並
ん
だ
四
角
い
窓
が
印
刷
さ
れ
た
活
字
の
よ
う
に
見
え
る
。
午
後

は
客
も
運
転
手
も
自
由
行
動
で
あ
っ
た
。

大
き
く
カ
ー
ブ
し
た
道
を
二
輔
連
結
の
バ
ス
が
走
っ
て
き
て
大

学
の
門
前
で
停
ま
る
と
、
前
の
方
の
扉
か
ら
、
白
の
半
袖
ブ
ラ
ウ

ス
に
真
紅
の
ス
カ
ー
ト
と
い
う
姿
で
ク
リ
ス
チ
ー
ネ
が
降
り
て
き

た
。
上
背
も
肩
巾
も
大
人
並
み
な
の
に
、
な
ぜ
か
、
ど
こ
が
違
う

の
か
、
遠
目
に
も
少
女
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

ハ
イ
ン
ッ
を
見
つ
け
る
と
、
よ
く
透
る
声
で
、

「
グ
ー
テ
ン
タ
ー
ク
」

と
言
い
な
が
ら
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
を
振
り
回
わ
す
よ
う
に
し
て

手
を
ふ
っ
て
い
る
。

ク
リ
ス
チ
ー
ネ
は
、
髪
の
色
が
濃
い
の
に
瞳
の
色
は
淡
い
。
小

さ
い
時
か
ら
そ
う
だ
っ
た
が
大
き
く
な
っ
て
ま
す
ま
す
は
っ
き
り

し
て
き
た
。
少
し
カ
ー
ル
し
た
髪
は
暗
褐
色
で
ほ
と
ん
ど
黒
に
近

く
、
眼
の
方
は
水
の
よ
う
に
透
明
な
ブ
ル
ー
グ
レ
ー
、
そ
し
て
、

鷲
た
り
、
じ
っ
と
見
つ
め
た
り
す
る
と
、
黒
い
瞳
孔
が
み
る
み
る

５
１
５
１
１

出
て
、
そ
の
あ
と
ち
ょ
っ
と
キ
ッ
チ
ン
が
手
間
ど
っ
て
い
る
問

に
、
ハ
イ
ン
ッ
は
中
座
し
て
フ
ロ
ン
ト
へ
行
き
、
ク
ラ
ー
ク
に
言

っ
て
み
た
。

ヨ
西
』
と
連
絡
を
と
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
？
こ
っ
ち
も
ち
ょ
っ
と

頼
め
な
い
か
な
、
家
に
急
用
が
で
き
た
ん
だ
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
。
空
港
と
同
じ
局
番
な
ん
だ
が
・
・
・
…
」

ク
ラ
ー
ク
は
、
自
分
た
ち
と
同
じ
民
族
で
、
し
か
し
今
は
制
度

の
異
な
る
「
外
国
」
の
人
で
あ
る
ハ
イ
ン
ッ
を
や
や
複
雑
な
表
情

で
見
た
が
、
ふ
っ
と
目
を
そ
ら
せ
て
、

「
ナ
イ
ン
」
（
だ
め
だ
）

と
一
言
、
す
ま
な
さ
そ
う
な
顔
さ
え
せ
ず
、
と
り
つ
く
し
ま
も

な
か
っ
た
。

バ
ー
バ
ラ
は
、
大
型
バ
ス
の
運
転
と
い
う
ハ
イ
ン
ッ
の
仕
事
を

大
切
に
思
っ
て
い
て
、
家
を
出
る
前
に
怒
ら
せ
た
り
し
な
い
よ
う

気
を
つ
け
て
い
る
。
そ
れ
は
ハ
イ
ン
ッ
に
も
よ
く
分
か
っ
て
い
る

か
ら
、
こ
ち
ら
も
で
き
る
だ
け
彼
女
の
心
遣
い
に
応
え
て
い
る
つ

も
り
だ
っ
た
の
に
、
今
朝
は
、
ふ
と
夫
婦
の
気
持
の
歯
車
が
ず
れ

て
、
あ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。
言
葉
の
は
ず

み
だ
っ
た
。
悪
か
っ
た
な
、
と
思
う
。
バ
ー
バ
ラ
の
方
も
そ
う
思

っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
『
東
側
』
へ
入
る
前
に
ち
ょ
っ
と
電

話
を
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
、
と
今
に
な
っ
て
思
う
が
、
国
境
を

越
え
る
ま
で
は
ま
だ
感
情
が
波
立
っ
て
い
て
、
こ
ち
ら
が
悪
か
っ

た
と
は
思
え
な
か
っ
た
の
だ
。
連
絡
が
で
き
な
い
と
な
る
と
無
性

に
し
た
く
な
る
も
の
だ
が
、
も
う
仕
方
が
な
い
。
五
日
後
に
『
西

側
』
へ
戻
れ
る
日
を
待
つ
し
か
な
い
。

客
室
係
ら
し
い
男
が
事
務
所
へ
き
て
、
暑
い
国
か
ら
来
た
日
本

人
た
ち
の
た
め
に
少
し
早
い
が
暖
房
を
入
れ
よ
う
か
と
相
談
し
て

い
る
。
九
月
に
な
っ
た
ば
か
り
と
い
う
の
に
今
夜
は
冷
え
る
。
ハ

イ
ン
ッ
は
ク
ラ
ー
ク
に
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
見
せ
て
「
あ
き
ら
め

た
」
と
い
う
意
志
表
示
を
し
、
食
堂
へ
戻
っ
た
。

廊
下
の
窓
の
ガ
ラ
ス
に
白
い
点
線
が
幾
す
じ
も
走
っ
て
い
る
。

雨
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

テ
ー
ブ
ル
に
は
、
や
わ
ら
か
く
煮
込
ん
だ
じ
ゃ
が
い
も
と
ピ
ー

ン
ズ
、
そ
れ
に
焼
き
肉
な
ど
が
出
て
い
て
、
日
本
人
た
ち
は
量
の
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丸
く
ひ
ろ
が
っ
て
い
く
の
が
よ
く
分
か
る
。

ハ
イ
ン
ッ
は
い
ろ
い
ろ
な
国
の
観
光
団
の
た
め
に
大
型
バ
ス
を

運
転
し
て
も
う
何
度
も
来
て
い
る
か
ら
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
町
は
珍
し

く
な
い
が
、
こ
の
娘
が
会
う
た
び
に
美
し
く
大
人
び
て
く
る
の
に

は
目
を
み
は
る
。
と
び
ぬ
け
て
整
っ
た
顔
と
い
う
わ
け
で
も
な
い

の
に
、
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
変
身
ぶ
り
で
あ
る
。

カ
ー
ル
に
は
そ
ん
な
こ
と
は
言
っ
て
い
な
い
が
、
あ
の
子
は
こ

の
遠
縁
の
娘
の
成
長
を
ど
ん
な
ふ
う
に
想
像
し
て
い
る
の
だ
ろ

ア
ブ
。「

お
父
さ
ん
は
い
い
な
あ
、
マ
リ
ー
お
ば
さ
ん
や
ク
リ
ス
チ
ー
ネ

に
又
会
え
る
ん
だ
も
の
れ
。
早
く
『
壁
』
が
無
く
な
っ
て
、
皆
、

行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
の
に
な
」

な
ど
と
無
邪
気
に
言
っ
て
い
る
が
、
今
の
ク
リ
ス
チ
ー
ネ
と
突

然
出
会
っ
た
り
し
た
ら
、
そ
う
い
う
言
葉
が
す
ら
り
と
は
出
て
こ

な
い
か
も
し
れ
な
い
。

幼
馴
染
が
大
人
の
女
性
ら
し
く
な
っ
た
の
を
見
て
、
少
年
が
自

身
の
中
に
青
年
の
心
を
意
識
す
る
瞬
間
ｌ
そ
ん
な
場
面
に
も
し

居
合
わ
せ
た
ら
、
自
分
は
そ
っ
と
そ
の
場
を
は
ず
す
だ
ろ
う
。
そ

し
て
今
、
リ
ン
デ
ン
の
並
木
を
吹
く
秋
風
が
肌
に
し
み
る
よ
う
に

「
老
い
」
を
か
み
し
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。
人
生
の
六
十
歳
は
ラ
イ

プ
チ
ヒ
の
九
月
．
…
．
．
。

「
カ
ー
ル
が
ね
、
き
み
や
マ
リ
ー
に
会
い
た
い
、
っ
て
」

「
そ
う
？
私
も
。
で
も
、
私
た
ち
は
今
『
東
』
の
お
金
を
大
事

に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
か
ら
『
西
』
の
国
へ
は
行
け
な
い
け

ど
、
カ
ー
ル
は
ど
う
し
て
来
ら
れ
な
い
の
？
『
西
』
の
人
た
ち

は
お
金
持
ち
だ
し
、
お
じ
さ
ん
は
来
ら
れ
る
の
に
ね
」

東
西
ド
イ
ツ
の
交
通
規
制
は
、
大
戦
後
、
米
ソ
の
首
脳
や
、
Ｅ

Ｃ
、
東
欧
、
各
国
指
導
者
た
ち
の
勢
力
あ
ら
そ
い
や
思
惑
に
揺
れ

て
、
今
に
も
解
け
る
か
と
思
え
ば
急
に
厳
し
く
な
っ
た
り
、
又
な

ん
と
な
く
ゆ
る
く
な
っ
た
り
し
た
。
首
脳
の
会
談
が
行
な
わ
れ
た

り
条
約
が
発
効
し
た
り
す
る
こ
と
と
末
端
の
取
締
ま
り
方
針
が
ゆ

れ
動
く
こ
と
と
は
必
ず
し
も
正
確
に
一
致
し
な
い
。

。
へ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
が
モ
ス
ク
ワ
か
ら
東
欧
へ
、
更
に
行
政
か
ら

庶
民
へ
と
浸
透
す
る
の
に
は
少
し
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。
国
家

■

▲

６
１
５
１
１

間
の
勢
力
争
い
な
ど
に
関
係
な
い
庶
民
に
と
っ
て
は
、
や
り
き
れ

な
い
暗
い
話
だ
。

だ
が
、
今
、
こ
の
町
は
、
夏
の
終
わ
り
の
豊
か
な
緑
と
初
秋
の

青
い
空
の
間
、
庭
や
公
園
に
バ
ラ
、
ひ
ま
わ
り
、
ア
ネ
モ
ネ
、
菊

と
り
ど
り
に
咲
き
あ
ふ
れ
、
一
年
中
で
最
も
明
か
る
い
季
節
の
、

最
も
明
る
い
昼
下
が
り
で
あ
る
。

「
今
度
の
ツ
ア
ー
は
急
に
決
ま
っ
た
も
の
だ
か
ら
勤
め
先
の
工
場

に
電
話
し
た
り
し
て
迷
惑
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
。
マ
リ
ー
は
ど
う

言
っ
て
た
？
」

お
じ
さ
ん
た
ち
か
ら
み
る
と
、
社
会
主
義
国
っ
て
こ
ち
こ
ち
に

き
ゅ
う
く
つ
に
見
え
る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、
そ
れ
く
ら
い
大
丈
夫

よ
。
で
も
急
だ
っ
た
か
ら
両
親
と
も
休
み
が
と
れ
な
く
て
残
念
が

っ
て
た
わ
。
よ
ろ
し
く
、
っ
て
。
バ
ー
バ
ラ
お
ば
さ
ん
お
元
気
？
」

「
う
ん
、
週
に
二
日
は
仕
事
、
二
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
あ
い
か

わ
ら
ず
忙
し
が
っ
て
る
」

あ
れ
か
ら
二
日
経
っ
て
い
る
。
ま
だ
怒
っ
て
い
る
か
、
ケ
ロ
リ

と
忘
れ
て
い
る
か
、
ふ
っ
と
気
に
な
っ
た
。

大
き
く
な
っ
て
親
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
く
な
っ
た
子
供
の
こ

と
で
両
親
が
責
任
を
な
す
り
合
う
の
は
見
苦
し
い
、
と
か
ね
が
ね

思
っ
て
い
た
の
に
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
の
上
バ
ー
バ

ラ
が
一
番
嫌
が
る
「
ま
と
も
に
言
い
返
す
こ
と
も
せ
ず
、
む
っ
つ

り
し
た
ま
ま
背
を
向
け
る
」
と
い
う
態
度
で
出
て
き
て
い
る
。

し
か
し
今
日
は
か
わ
い
い
ク
リ
ス
チ
ー
ネ
と
一
緒
だ
。
考
え
て

も
し
か
た
の
な
い
こ
と
を
考
え
る
の
は
や
め
て
お
こ
う
。

旧
市
庁
舎
や
ト
ー
マ
ス
教
会
の
あ
る
マ
ル
ク
ト
広
場
に
近
づ
く

と
『
西
』
か
ら
の
観
光
客
ら
し
い
姿
が
目
立
っ
て
多
く
な
る
。

ト
ー
マ
ス
教
会
前
の
木
蔭
で
は
、
青
年
時
代
の
バ
ッ
ハ
の
像
が
、

豆
イ
ン
一
枚
の
持
ち
合
わ
せ
も
無
い
」
と
ポ
ケ
ッ
ト
を
裏
返
し

て
立
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
人
に
珍
し
い
ユ
ー
モ
ア
だ
と
か
、
い
や

ド
イ
ツ
人
ら
し
い
リ
ア
リ
ズ
ム
だ
と
か
い
わ
れ
る
が
、
同
じ
ド
イ

ツ
人
で
も
昔
の
人
の
気
持
は
分
か
り
に
く
い
。
ハ
イ
ン
ッ
に
は
、

何
も
銅
像
に
こ
ん
な
姿
を
さ
せ
な
く
て
も
、
と
思
え
る
。

コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
砂
糖
な
ど
を
売
る
店
が
開
い
て
い
る
の
で

コ
ー
ヒ
ー
を
い
れ
て
も
ら
っ
て
立
ち
飲
み
す
る
。
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「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
わ
、
こ
う
い
う
や
り
方
に
慣
れ
れ
ば
こ
れ

で
充
分
よ
・
い
つ
も
誰
か
と
競
争
し
た
り
、
人
を
蹴
落
と
し
た
り

す
る
社
会
よ
り
ど
ん
な
に
い
い
か
し
れ
な
い
わ
。
そ
り
ゃ
少
し
は

生
産
性
が
悪
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
だ
れ
も
飢
え
て
る
わ
け
じ

ゃ
な
い
し
、
ぜ
い
た
く
を
言
え
ば
き
り
が
な
い
こ
と
で
し
よ
」

こ
う
い
う
こ
と
を
む
き
に
な
っ
て
言
う
だ
ろ
う
と
知
っ
て
い
て

か
ら
か
う
の
だ
か
ら
、
お
じ
さ
ん
族
は
人
が
悪
い
。

「
又
、
自
由
に
な
っ
た
ら
遊
び
に
お
い
で
」

「
有
難
う
。
カ
ー
ル
に
も
バ
ー
バ
ラ
お
ば
さ
ん
に
も
そ
う
言
っ
て

ね
。
お
じ
さ
ん
も
、
又
、
来
る
時
知
ら
せ
て
ね
。
お
母
さ
ん
の
休

み
が
と
れ
る
日
だ
っ
た
ら
、
お
じ
さ
ん
の
好
き
な
紫
キ
ャ
ベ
ツ
の

甘
酢
煮
を
ご
ち
そ
う
す
る
、
っ
て
言
っ
て
た
わ
。
私
も
こ
ん
ど
、

作
り
方
を
教
え
て
も
ら
う
の
」

「
そ
の
甘
酢
煮
を
き
み
に
作
っ
て
も
ら
う
の
が
楽
し
み
だ
な
」

「
私
は
ま
だ
何
回
か
作
っ
て
み
な
い
と
・
・
・
…
」

自
信
が
な
い
、
と
は
に
か
む
。

「
さ
っ
き
の
バ
ス
停
ま
で
送
っ
て
行
こ
う
」

「
い
い
の
、
そ
こ
の
駅
か
ら
電
車
で
帰
る
か
ら
」

公
園
の
中
は
、
よ
く
茂
っ
た
広
い
芝
生
に
、
ぶ
な
の
大
樹
が
濃

緑
の
蔭
を
落
と
し
、
そ
の
中
を
白
い
道
が
う
ね
っ
て
い
る
。
ク
リ

ス
チ
ー
ネ
は
、
さ
っ
そ
う
と
、
の
つ
も
り
ら
し
い
背
の
び
す
る
よ

な
歩
き
方
で
歩
い
て
行
く
。
道
の
途
中
で
出
会
っ
た
お
ば
あ
さ
ん

と
コ
ッ
カ
ー
ス
パ
ニ
エ
ル
に
手
を
振
り
、
つ
い
で
に
も
う
一
度
振

り
返
っ
て
ハ
イ
ン
ッ
に
も
手
を
振
っ
た
。
歩
い
て
い
る
と
暑
く
な

っ
て
き
た
。

今
朝
、
客
た
ち
が
朝
食
を
と
っ
て
い
る
間
に
バ
ス
を
玄
関
前
へ

回
わ
し
て
お
こ
う
と
表
に
出
た
時
、
玄
関
前
の
大
温
度
計
は
ち
ょ

う
ど
ｍ
Ｃ
度
で
あ
っ
た
。
上
着
を
着
て
い
て
も
寒
か
っ
た
。
昼
食

に
帰
っ
た
時
が
蝿
度
Ｃ
、
そ
し
て
午
後
四
時
の
今
は
泌
度
Ｃ
で
あ

る
。
日
本
人
に
は
こ
の
気
温
の
変
化
が
珍
し
い
の
で
、
ホ
テ
ル
の

表
玄
関
に
、
こ
ん
な
大
き
な
二
階
ま
で
あ
る
寒
暖
計
を
と
り
つ
け

た
の
だ
と
聞
い
た
。
日
程
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
ド
レ
ス
デ
ン
、

プ
ラ
ハ
と
内
陸
部
に
向
か
う
か
ら
、
温
度
差
は
も
っ
と
著
し
く
な

る
は
ず
だ
。
（
つ
づ
く
）

’
1５７
１

「
ち
ょ
っ
と
苦
い
ね
」

「
そ
う
？
『
西
』
の
は
薄
い
の
？
甘
い
の
？
」

「
う
－
ん
、
少
し
ず
つ
両
方
だ
。
い
れ
方
も
違
う
の
か
な
」

ク
リ
ス
チ
ー
ネ
は
、
ふ
ふ
っ
と
笑
う
。

「
カ
ー
ル
は
お
じ
さ
ん
よ
り
大
き
く
な
っ
た
？
」

「
う
ん
、
と
う
と
う
追
い
越
さ
れ
た
」

「
横
巾
も
？
」

「
い
や
、
あ
い
つ
は
や
せ
っ
ぽ
ち
だ
」

「
ス
マ
ー
ト
な
の
ね
」

「
お
じ
さ
ん
は
ス
マ
ー
ト
じ
ゃ
な
い
、
と
思
っ
て
る
ん
だ
な
」

「
う
う
ん
、
そ
ん
な
意
味
じ
ゃ
あ
…
…
」

ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
の
行
き
ち
が
い
を
恥
じ
て
、
白
い
額
が
エ

リ
カ
の
花
の
よ
う
な
ピ
ン
ク
色
に
な
る
。
淡
い
瞳
の
色
ま
で
ピ
ン

ク
に
染
ま
る
か
と
思
わ
れ
る
。
ハ
イ
ン
ッ
は
思
わ
ず
見
と
れ
た
。

バ
ー
バ
ラ
か
ら
の
お
み
や
げ
、
と
言
っ
て
、
か
か
え
て
い
た
セ

ー
タ
ー
を
渡
す
。
物
資
豊
か
な
西
欧
の
最
新
流
行
の
セ
ー
タ
ー
は

う
れ
し
い
は
ず
だ
が
、
ク
リ
ス
チ
ー
ネ
は
ふ
つ
う
の
お
礼
を
言
う

だ
け
で
、
と
び
上
が
っ
て
喜
ぶ
こ
と
は
し
な
い
。
自
分
の
国
は
物

資
が
乏
し
い
と
い
う
こ
と
を
ひ
け
め
に
思
い
た
く
な
い
若
者
の
意

地
を
、
か
わ
い
い
と
思
う
。

少
し
前
に
は
、
同
じ
少
女
の
同
じ
態
度
を
、
可
愛
い
気
が
無
い

と
不
快
に
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
ハ
イ
ン
ッ
は
こ
の
変

化
を
自
分
の
老
い
の
せ
い
だ
と
思
い
た
く
は
な
い
。
し
か
し
、
そ

れ
な
ら
な
ぜ
だ
。
ク
リ
ス
チ
ー
ネ
が
美
し
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
す

る
と
、
こ
れ
は
又
わ
れ
な
が
ら
現
金
な
こ
と
だ
っ
た
。

広
場
で
は
、
も
う
自
由
市
の
野
菜
が
売
り
切
れ
て
し
ま
っ
て
、

寵
や
台
は
隅
に
片
付
け
ら
れ
、
観
光
客
が
そ
ぞ
ろ
歩
い
て
い
た
。

噴
水
わ
き
の
ベ
ン
チ
に
は
土
地
の
人
ら
し
い
老
夫
婦
が
坐
っ
て
い

て
、
足
許
に
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
が
咲
き
あ
ふ
れ
て
い
る
。

「
自
由
市
は
す
ぐ
売
り
切
れ
て
し
ま
う
し
、
中
央
市
場
は
き
め
ら

れ
た
時
に
き
め
ら
れ
た
人
し
か
入
れ
な
い
だ
ろ
？
社
会
主
義
は

不
自
由
だ
な
」

ハ
イ
ン
ッ
は
こ
の
若
い
愛
国
者
を
ち
ょ
っ
と
か
ら
か
っ
て
み

る
。
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つ
は
わ
ざ
と
振
り
切
る
よ
う
に
先
に
歩
き
出
し
た
。
「
清
さ
ん
、

あ

さ
あ
」

せ

と
ろ
め
ん

勘
十
郎
を
急
か
せ
て
、
九
左
衛
門
が
兜
羅
綿
の
く
つ
足
袋
を
履

く
の
も
も
ど
か
し
そ
う
に
出
か
け
て
行
っ
た
。

勘
十
郎
が
、
角
を
曲
が
る
前
に
振
り
向
い
て
、
何
か
叫
ん
だ
よ

う
だ
が
、
な
つ
に
は
聞
き
と
れ
な
か
っ
た
。

と
と

八
父
さ
ま
、
な
ん
や
し
ら
い
つ
も
と
違
う
み
た
い
や
っ
た
な
ァ
Ｖ

な
つ
が
、
い
つ
に
な
い
厳
し
い
背
中
を
見
せ
て
い
た
九
左
術
門

の
後
を
追
っ
て
い
つ
ま
で
も
立
ち
尽
し
て
い
る
と
、
鼻
先
き
を
幽

か
な
梅
の
香
り
が
か
す
め
て
い
っ
た
。

な
つ
は
、
ふ
と
蔵
出
し
の
準
備
に
奥
へ
入
り
か
け
た
清
十
郎
を

呼
び
止
め
た
。

「
ち
ょ
っ
と
博
労
町
ま
で
行
き
た
い
の
。
つ
い
て
来
て
シ
」

「
博
労
町
っ
て
、
ア
メ
で
も
買
う
の
？
」

「
う
ん
」

詔
し
げ
な
清
十
郎
の
表
情
に
、
な
つ
は
わ
ざ
と
幼
ぴ
た
声
を
出

し
て
う
な
づ
い
た
。

「
阿
呆
ら
し
シ
」

清
十
郎
が
、
真
面
目
に
と
り
あ
わ
ず
に
肩
を
そ
び
ら
か
し
た
。

「
佳
代
ち
ゃ
ん
や
と
思
て
、
来
て
シ
」

な
つ
は
、
あ
わ
て
て
口
を
押
さ
え
た
。

「
忘
れ
た
言
う
た
や
ろ
、
あ
の
事
は
。
約
束
す
る
な
ら
行
っ
て
や

る
」

あ
つ
し

番
頭
の
後
を
追
っ
て
見
世
に
入
っ
た
。

た
が
、
赤
い
擬
戯
を
受
け
取
っ
て
羽
織
っ
た
。

「
す
ぐ
、
来
て
も
ろ
て
シ
」

お
松
の
表
情
が
も
ぞ
も
ぞ
と
、
つ
い
て
来
た
そ
う
な

い
つ
ま
で
、
何
し
と
う
や
ろ
シ
」

お
松
が
密
か
に
清
十
郎
の
こ
と
を
想
っ
て
い
る
の
を

か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
な
っ
は
、
そ
の
上
擦
っ
た
声
に

に
出
て
来
た
。

４

清
十
郎
が
、
姫
路
の
但
馬
屋
に
来
て
半
年
が
過
ぎ
て
い
た
。

女
中
の
お
松
が
、
九
左
術
門
が
出
掛
け
る
か
ら
と
な
っ
を
呼
び

に
来
た
。

あ
ひ
る

な
つ
よ
り
一
一
一
つ
四
つ
年
上
の
お
松
は
、
重
そ
う
な
出
尻
を
家
鴨

の
よ
う
に
振
っ
て
歩
く
の
で
、
他
の
丁
稚
た
ち
か
ら
デ
ッ
チ
ン
な

ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
な
つ
と
は
一
番
気
が
合
い
、
こ
の
頃
で

は
、
な
っ
の
部
屋
へ
の
出
入
り
は
こ
の
お
松
に
任
さ
れ
て
い
る
格

好
に
な
っ
て
い
た
。

「
お
迎
え
の
方
が
、
え
ろ
う
隷
い
て
ま
す
の
ん
や
シ
」

手
習
い
中
だ
っ
た
な
つ
は
、
お
松
に
腕
を
引
っ
ぱ
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
見
世
に
出
た
。

「
ひ
え
っ
。
こ
の
お
嬢
さ
ん
が
、
室
津
で
鼻
垂
ら
し
と
っ
た
お
な

っ
ち
ゃ
ん
か
い
」

あ
郡
り
が
主
ち

ず

上
権
か
ら
、
男
の
上
滑
っ
た
声
が
し
た
。

「
…
あ
ら
シ
、
勘
十
郎
さ
ん
」

傍
に
清
十
郎
が
立
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
誰
か
判
ら
な
い
く
ら
い○

変
貌
し
た
勘
十
郎
が
、
無
遠
慮
に
な
っ
を
見
上
げ
て
立
っ
て
い
る

な
つ
は
、
も
う
一
度
目
を
瞬
い
て
見
直
し
た
が
、
あ
れ
ほ
ど
瓜

二
つ
だ
っ
た
二
人
は
、
ど
こ
を
見
て
も
似
た
と
こ
ろ
な
ど
残
っ
て

い
な
い
。

五
年
前
の
小
五
月
祭
り
の
日
、
加
茂
神
社
の
踊
り
に
つ
れ
て
行

っ
て
く
れ
た
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
今
、
金
儲
け
と
女
遊
び
の
こ

と
し
か
念
頭
に
な
い
よ
う
な
俗
っ
ぽ
い
男
と
、
や
さ
男
ぶ
り
を
嫌

み
な
く
抑
え
た
男
と
に
育
ち
別
れ
し
て
立
ち
並
び
、
な
っ
を
驚
か

せ
て
い
る
。

「
今
度
な
シ
、
但
馬
屋
さ
ん
と
組
ん
で
、
ひ
と
仕
事
す
る
こ
と
に

な
っ
て
ん
」

勘
十
郎
が
そ
う
言
っ
て
も
み
手
を
し
、
素
早
く
見
世
を
見
ま
わ

し
た
。な

つ
は
、
な
ん
と
な
く
そ
ん
な
勘
十
郎
に
い
や
な
も
の
を
感
じ

た
。「

今
夜
は
、
大
阪
泊
り
に
な
る
さ
か
い
な
、
く
れ
ぐ
れ
も
後
を
頼

み
ま
し
た
よ
ッ
。
ほ
な
、
船
が
出
て
し
ま
う
さ
か
い
に
。
さ
あ
、

清
十
郎
が
怒
っ
て
い
う
と
、
厚
司
の
前
垂
れ
を
外
し
な
が
ら
、

な
つ
は
、
そ
ん
な
大
げ
さ
な
も
ん
や
な
い
シ
、
と
口
を
尖
ら
せ

入
れ
違
い
に
、
お
松
が
な
つ
の
上
着
を
持
っ
て
、
転
げ
る
よ
う

’
1５９
１

丁
稚
仲
間

明
る
い
艶

の
で
、
な
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０
１
６
１
１

「
ほ
ん
ま
は
、
う
ち
、
み
な
の
い
い
ひ
ん
と
声
」
で
、
聞
き
た
い
こ

と
が
あ
っ
て
ん
」

「
店
の
こ
と
や
ろ
、
さ
っ
き
、
な
っ
ち
ゃ
ん
旦
さ
ん
見
送
っ
て
心

配
そ
う
な
顔
し
と
っ
た
で
ど

「
父
さ
ま
、
勘
十
郎
さ
ん
と
、
な
ん
ぞ
悪
い
事
で
も
考
え
と
う
や

な
い
や
ろ
か
」

清
ナ
郎
は
笑
っ
て
打
ち
消
し
た
。

が
、
商
売
に
素
人
の
な
っ
ま
で
が
不
安
を
覚
え
る
材
料
が
ま
っ

た
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

去
年
の
暮
れ
あ
た
り
か
ら
、
競
争
相
手
の
備
前
屋
が
急
伸
し
て

き
て
、
悪
く
す
れ
ば
新
年
度
の
勘
定
所
御
用
達
を
奪
わ
れ
そ
う
な

形
勢
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。

そ
の
た
め
、
九
左
術
門
は
、
年
度
巷
り
ま
で
に
、
お
上
に
支
払

わ
ね
ば
な
ら
な
い
保
障
金
を
少
し
で
も
多
く
準
備
し
よ
う
と
、
讃

岐
屋
と
組
ん
で
新
し
い
商
売
に
手
を
つ
け
、
大
阪
の
金
融
業
者
へ

こ
て

の
融
資
の
挺
入
れ
に
、
出
向
い
た
の
だ
。

そ
の
頃
、
室
津
や
飾
磨
津
に
は
、
周
防
の
山
口
か
ら
日
本
海
を

経
て
津
軽
方
面
へ
行
く
西
回
り
船
が
出
入
り
し
て
い
て
。
但
馬
屋

は
い
ち
は
や
く
紅
花
や
藍
の
買
付
け
に
目
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。

「
な
っ
ち
ゃ
ん
が
心
配
す
る
こ
と
な
ん
か
、
な
ん
も
な
い
で
シ
」

な
つ
は
、
そ
う
聞
く
と
急
に
明
る
く
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
海
の
空

気
吸
っ
て
帰
る
、
と
清
十
郎
を
飾
磨
津
の
方
に
誘
っ
た
。

飴
色
に
輝
く
新
芽
を
ま
ぶ
し
つ
け
た
柳
が
枝
垂
れ
た
間
を
な
つ

が
、
楽
し
そ
う
に
く
ぐ
っ
て
ゆ
く
。

清
十
郎
の
つ
る
り
と
し
た
卵
型
の
面
に
浅
い
春
日
が
微
妙
な
粥

り
を
作
っ
て
、
形
の
よ
り
鼻
梁
を
い
っ
そ
う
際
立
せ
た
。

「
母
さ
ま
が
ね
シ
、
い
つ
か
、
清
十
郎
さ
ん
は
女
に
生
れ
て
来
た

ら
よ
か
っ
た
、
い
う
て
は
つ
た
え
シ
」

●
●
ｐ

「
か
な
あ
ん
な
ァ
。
わ
い
と
勘
ち
ゃ
ん
の
宏
」
と
か
げ
ま
い
う
て
か

ら
か
う
し
…
」

清
十
郎
の
、
卯
の
葉
さ
ん
に
は
誰
か
て
か
な
あ
ん
と
い
う
言
い

方
が
お
か
し
く
て
、
な
っ
は
躯
を
折
っ
て
こ
ろ
こ
ろ
と
笑
っ
た
。

「
あ
ん
な
と
こ
に
、
な
っ
ち
ゃ
ん
が
立
つ
と
る
で
シ
」

清
十
郎
が
道
端
の
地
蔵
堂
を
指
差
し
て
か
ら
か
っ
た
。
ま
ん
丸

句

畠

を
感
じ
て
、
振
り
向
い
て
笑
っ
た
。

何
故
か
、
卯
の
葉
の
こ
と
を
ふ
と
思
っ
た
。

母
が
、
清
十
郎
に
よ
う
し
て
あ
げ
る
よ
う
に
と
書
い
て
寄
こ
し

た
の
を
忘
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
手
習
い

の
筆
や
硯
を
洗
い
に
井
戸
端
に
出
て
も
水
が
汲
め
ず
、
釣
瓶
を
落

し
て
く
れ
る
の
は
清
十
郎
で
あ
っ
た
し
、
な
っ
の
方
か
ら
し
て
あ

げ
る
こ
と
は
何
も
な
か
っ
た
。

「
ご
め
ん
、
ご
め
ん
シ
」

鼻
の
頭
に
う
っ
す
ら
と
汗
を
浮
か
せ
た
清
十
郎
が
船
場
川
の
土

手
の
手
前
で
、
追
い
つ
い
た
。

そ
こ
か
ら
川
を
西
へ
渡
る
と
米
田
町
、
龍
野
町
、
相
生
町
、
博

労
町
な
ど
姫
路
で
最
も
賑
わ
っ
て
い
る
町
が
あ
り
、
こ
と
に
博
労

町
に
は
油
菓
子
や
ア
メ
屋
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。

北
に
向
く
と
、
姫
山
が
広
大
な
倣
地
に
城
を
か
ま
え
て
い
る
。

ｆ
ら櫓囲
い
の
城
は
、
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
か
っ
た
が
、
城
山
を
取

り
巻
い
て
流
れ
る
数
本
の
川
が
、
そ
の
南
側
で
合
流
し
、
船
場
川

と
呼
ば
れ
て
飾
磨
津
の
海
に
流
れ
こ
ん
で
い
る
。

昔
か
ら
飾
磨
津
か
ら
直
に
城
に
入
っ
て
来
れ
る
よ
う
、
船
場
川

の
改
修
を
図
っ
た
城
主
も
何
人
か
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
今
だ
に
や

お
お

り
果
せ
た
者
は
い
な
い
。

「
こ
っ
ち
の
方
が
、
近
道
や
で
と

清
十
郎
の
指
差
し
た
道
が
、
う
ね
う
ね
と
川
に
添
っ
て
北
に
そ

れ
て
い
る
。

ち
ょ
う
ど
城
の
中
の
門
の
南
側
に
あ
る
高
札
場
や
罪
人
の
処
刑

場
の
あ
る
河
原
に
続
い
て
い
る
よ
に
見
え
る
。

「
う
ち
シ
、
あ
そ
こ
は
嫌
い
シ
」

わ
け
も
な
く
、
な
っ
が
清
十
郎
の
腕
を
引
っ
ぱ
っ
た
。

「
ほ
ん
ま
は
、
な
っ
ち
ゃ
ん
ア
メ
な
ん
か
買
う
つ
も
り
な
か
っ
て

ん
や
ろ
シ
」

清
十
郎
が
た
し
な
め
る
と
、
う
ん
、
と
い
っ
て
な
つ
の
目
が
素

直
に
笑
っ
た
。

「
こ
の
く
そ
忙
し
い
の
に
、
番
頭
は
ん
ま
た
頭
か
ら
こ
れ
や
で
シ
・

清
十
郎
が
湯
気
を
立
て
る
真
似
を
す
る
と
、
な
つ
が
首
を
す
く

め
た
。
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ど
ぎ
ま
ぎ
し
た
な
っ
の
気
持
を
、
挑
発
す
る
よ
う
に
、

■

絶
え
ず
動
き
ま
わ
っ
て
い
る
丸
い
光
の
輪
が
、
な
っ
の
胸
に
妙
な

臆
う
ら
つ

放
将
感
を
投
げ
入
れ
た
。

「
負
ん
ぶ
っ
て
、
ほ
ん
ま
、
え
え
わ
シ
」

な
っ
が
、
ふ
ざ
け
て
清
十
郎
の
耳
許
に
息
を
吹
き
か
け
た
。

「
阿
呆
シ
」

叱
ら
れ
て
も
な
つ
は
、
清
十
郎
の
背
中
に
い
い
知
れ
ぬ
居
心
地

の
よ
さ
を
見
つ
け
た
気
が
し
た
。

冗
談
め
か
し
て
、
「
お
嫁
さ
ん
に
な
っ
て
あ
げ
よ
か
な
」
と
言

お
う
と
す
る
自
分
を
、
も
う
一
人
の
自
分
が
必
死
で
止
め
て
い
る

よ
う
で
も
あ
り
、
そ
ん
な
風
に
簡
単
に
考
え
た
ら
あ
か
ん
、
と
で

あ
い
ま
い

も
い
っ
て
る
よ
う
で
、
な
つ
は
自
分
の
暖
昧
さ
を
確
め
る
よ
う
に

清
十
郎
の
胸
の
鼓
動
に
耳
を
す
ま
し
た
。

そ
う
し
て
い
る
と
、
な
っ
に
は
自
分
で
も
怖
ろ
し
い
ほ
ど
急
激

●
●

に
、
確
か
に
、
自
分
の
居
場
所
は
こ
こ
し
か
な
い
と
思
え
て
く
る

の
だ
っ
た
。

行
儀
よ
く
下
肢
を
揃
え
て
、
恐
る
恐
る
も
た
れ
か
か
っ
た
な
つ

を
、
布
子
を
通
し
た
清
十
郎
の
ぬ
く
も
り
が
包
み
込
ん
だ
。

「
誰
ぞ
に
会
う
た
ら
、
足
く
じ
い
た
と
で
も
い
う
と
こ
シ
」

「
う
ん
」

な
っ
が
恥
か
し
そ
う
に
こ
く
り
と
す
る
と
、
清
十
郎
が
、
不
器

用
に
伸
し
た
な
つ
の
両
脚
を
こ
と
も
な
げ
に
引
き
分
け
て
自
分
の

腰
に
添
わ
せ
た
。

目
に
迫
っ
た
。

両
親
に
さ
え
あ
ま
り
負
わ
れ
た
と
い

奇
心
が
首
を
も
た
げ
た
。

束
を
破
っ
た
罰
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
強
制
力
を
持
っ
て
な
つ
の

風
が
少
し
出
て
来
た
よ
う
だ
。

「
負
っ
て
や
る
か
負
は
黒
し
い
シ

突
然
、
背
中
を
向
け
て
身
を
屈
め
た

い
童
顔
が
、
切
れ
長
の
半
眼
を
川
面
に
向
け
て
不
思
議
な
微
笑
を

た
た
え
て
立
っ
て
い
る
。

な
っ
が
柳
の
枝
を
一
枝
折
っ
て
地
蔵
の
花
筒
に
入
れ
な
が
ら
、

何
気
な
く
聞
い
た
。

「
ね
え
。
清
十
郎
さ
ん
は
、
な
ん
で
勘
十
郎
さ
ん
ら
の
よ
う
に
、

廓
遊
び
に
も
行
き
は
ら
ん
と
、
仕
事
ば
っ
か
し
や
の
？
」

う
つ
し
え

映
絵
に
し
て
も
よ
さ
そ
う
な
清
十
郎
の
面
差
し
に
木
洩
日
に
似

く
ら

た
冥
い
も
の
が
よ
ぎ
っ
た
の
を
振
り
向
い
た
な
つ
の
目
が
と
ら
え

て
、
話
を
変
え
よ
う
と
し
た
が
、
清
十
郎
は
そ
の
ま
ま
続
け
た
。

「
な
っ
ち
ゃ
ん
に
は
悪
い
け
ど
、
廓
な
ん
て
と
こ
は
人
間
の
住
む

と
こ
や
な
い
。
そ
こ
に
嬉
し
そ
う
に
通
う
男
も
同
じ
や
シ
」

う
ち
は
か
ま
へ
ん
け
ど
と
い
っ
た
な
っ
の
冷
た
さ
を
澱
ま
せ
た

白
い
肌
が
薄
い
朱
に
惨
ん
だ
。

「
男
を
慰
め
る
た
め
に
女
が
あ
る
や
な
ん
て
、
誰
が
決
め
た
ん
や

ろ
。
わ
い
は
、
男
と
女
の
間
こ
そ
何
よ
り
き
れ
い
や
な
い
と
あ
か

ん
思
う
と
る
で
シ
」

清
十
郎
は
い
つ
も
に
似
な
い
激
し
い
い
い
方
を
し
た
。

な
つ
は
、
ぼ
ん
や
り
思
い
出
し
た
。

●
●
●

清
十
郎
の
母
は
、
血
の
道
で
死
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
本

当
は
、
女
遊
び
の
激
し
い
父
に
身
を
焦
し
、
病
身
で
あ
っ
た
だ
け

さ
い
な

に
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
女
の
情
念
に
苛
ま
れ
て
早
世
し
た
の
だ

と
、
い
つ
か
女
た
ち
の
噂
話
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

「
う
ち
が
佳
代
ち
ゃ
ん
み
た
い
な
目
に
遭
う
た
ら
同
じ
よ
う
に
し

て
く
れ
る
？
」

「
阿
呆
／
，
」

お
っ
と
り
し
た
な
つ
の
畔
が
、
珍
ら
し
く
青
い
炎
を
宿
し
た
よ

う
に
光
っ
た
。

な
つ
は
、
自
分
で
は
右
を
向
き
た
い
の
に
、
躯
の
中
の
何
か
が

左
を
向
く
よ
う
そ
そ
の
か
し
て
い
る
よ
う
な
不
思
議
な
気
持
が
自

分
自
身
を
突
き
動
か
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
。

「
も
う
、
帰
る
ど

清
十
郎
の
声
が
少
し
怒
っ
て
い
た
。

「
か
ん
に
ん
…
」

な
つ
の
綿
ア
メ
の
よ
う
な
顔
が
、
ぽ
っ
と
赤
ら
ん
だ
。

う
記
憶
の
な
い
な
つ
の
好

」清
十
郎
の
首
す
じ
が
、
約

１
１６２
１（

つ
零
つ
〃
、
）

川
面
を

一三
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☆' ８９Ｋｏｂｅ⑪c ｏｃｌｕｂｎｅｗＳ２２ ☆K o b e c c o c l u b 会員』情報
童麟着のためのｺﾐﾕﾆｹｰｼﾖﾝｻﾛﾝ｜☆｢'89世界の酒祭り」 を会員様料金で

本年も神戸っ子主催の｢ 世界の酒祭り」
が４月４日( 火) 午後６時より神戸ポート
ピアホル南館、「大輪田の間」で開催さ
れます。第1 8 回ブルーメール賞表彰式、
神戸酒徒番附表彰式、そしてゲストに安
奈淳さんをお迎えして楽しいひととき
をどうぞ。当日の会費1 3 , 0 0 0 円のところ
会員様は1 2 , 0 0 0 円とさせていただきす。
入場チケットのお求め、お問い合せは編
集室まで。
〒6 5 O 神戸市中央区東町1 1 3 - 1

大神ピル９Ｆ
ＴＥＬ（0 7 8）3 3 1 - 2 2 4 6
ＦＡＸ（0 7 8 ）3 3 1 - 2 7 9 5

b 邑割

神戸っ子倶楽部新会員
継続会員ご案内

■神戸っ子倶楽部では、ただ今会員を募集して
います。会員の方には「月刊神戸っ子」を１年
分お届けします。また、神戸っ子倶楽部の会報
として、「月刊神戸っ子」の誌面上に、「神戸っ
子倶楽部ニュース」を毎月掲載、会員の動きな
ど様々な情報を提供します。さらに年２回、文
化性の高いイベント（コンサート、美術展、演
劇など）に特別割引または無料でご招待いたし
ます。年会費（入会金を含む）は１万円です。
神戸を愛する人たちのカルチャークラブｒ神

戸っ子倶楽部｣ 。あなたもご入会になって豊か
な神戸っ子ライフをお楽しみになりませんか。
会員の方は有効期限をお確めのうえ、継続会
員として年会費をお納めください。
口入会申込・お問合せは－
〒6 5 O 神戸市中央区東町1 1 3 ノ１大神ビル９ｒ
テレホンサービス（2 4 時間）
ＴＥＬ・0 7 8 - 8 0 2 - 3 5 3 1
サービスＮｏ．４８．ＢＯＸＮｏ．0 0 0 1 2

安奈淳さんをお迎えして
華やかなひとときを

☆大阪フィルハーモニー交響楽団
チャイコフスキーの夕べに割引御優待

朝比奈陸海野義雄
日時５月２日( 火) 1 8 時3 0 分開演
会場神戸文化ホール・大ホール
料金Ａ席4 5 0 0 円→4 0 5 0 円に

Ｂ席3 5 0 0 円→3 1 5 0 円に
※神戸文化ホールプレイガイドにて会員証を必
ず御提示の上お買い求め下さい。

☆新規会員様のご紹介
〔神戸市中央区〕北村かほる
〔神戸市東灘区〕白坂能明
〔神戸市灘区〕八坂恵子
〔芦屋市朝日ケ丘〕増田良太郎

４０年にも渡る大阪フィルの常任指揮
者で日本指揮界の重鎮として確固たる
地位を示す朝比奈隆と、６９年ウィーン
のデビューで大成功をおさめ、今や２８
ケ国8 0 都市で活躍するヴァイオリン奏
者、海野義雄のジョイントコンサート
が実現します｡ ｢ チャイコフスキーの夕
べ」と題し、ヴァイオリン協奏曲二長
調作品3 5 と交響曲第６番ロ短調作品７４
｢ 悲t 倉｣ というチャイコフスキー独特の
旋律美をご鑑賞いただくプログラム。

〔芦屋市大東町〕
〔吹田市垂水町〕
〔大阪市北区〕
〔神戸市長田区〕
〔神戸市中央区〕
〔大阪市北区〕

三宅里奈
坂東都志子
森芳子
伊田宏
石井順子
今竹翠（順不同 , 敬称略）

〆

守
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●
編
集
後
記

☆
こ
の
秋
に
行
わ
れ
る
、
グ
ル
メ
・
フ
ニ

ア
の
中
で
開
か
れ
る
グ
ル
メ
・
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
の
プ
レ
・
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
食
談
会
」
や
「
音
談
会
」

と
名
づ
け
ら
れ
、
文
化
人
や
有
名
タ
レ
ン

ト
を
囲
ん
で
、
食
談
義
が
行
わ
れ
参
加
者

同
士
の
交
流
な
ど
、
な
ど
。
楽
し
い
催
し

で
３
月
理
日
Ｉ
塑
日
の
三
日
間
、
街
が
賑

わ
っ
た
。
招
か
れ
た
ゲ
ス
ト
も
楽
し
い
祭

り
に
大
満
足
だ
っ
た
と
い
う
。八小

泉
康
夫
Ｖ

★
神
戸
市
制
伽
年
の
時
に
〃
ハ
イ
カ
ラ
神

戸
伽
〃
を
探
っ
て
み
た
。
メ
ン
タ
ル
な
神

戸
と
、
ハ
ー
ド
な
神
戸
の
自
然
な
バ
ラ
ン

ス
が
、
大
切
な
時
期
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

…
。
次
の
、
年
の
た
め
に
も
。

八
小
泉
美
喜
子
Ｖ

★
温
故
知
新
と
い
う
が
、
今
月
は
神
戸
の

〃
ハ
イ
カ
ラ
文
化
″
の
ル
ー
ツ
を
探
っ
て

み
た
。
先
人
の
遺
産
が
ど
の
よ
う
に
現
代

に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
そ

れ
が
こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
？
八
佐
井
Ｖ

☆
春
、
到
来
／
例
年
よ
り
早
い
桜
が
ア

ソ
ピ
心
を
刺
激
す
る
。
八
藤
田
Ｖ

★
一
洋
服
店
の
歴
史
を
通
し
神
戸
の
百
年

を
ふ
り
返
る
。
感
慨
無
量
ノ
ハ
吉
本
Ｖ

★
山
内
美
郷
さ
ん
を
ナ
マ
で
見
ま
し
た
。

と
っ
て
も
美
人
で
し
た
。
八
波
田
Ｖ

☆
発
行
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
い
た
だ
い
た
方
々

朝
比
奈
隆
小
泉
徳
一

青
木
重
雄
上
林
英
一勉

乾
豊
彦
鋤
誰
時
忠

石
野
信
一

佐
藤
廉

石
阪
春
生
司
馬
遼
太
郎

石
田
新
谷
英
夫

榎
並
正
一
塩
路
義
孝

牛
尾
吉
朗
砂
田
重
民

上
島
達
編
滝
川
清
一

岡
崎小野
一
夫
滝
川
勝
二

鬼
塚
喜
八
郎
卵
唖
窪
僑

誌
斜
毒
鐸
陳
舜
臣

嘉
納
毅
六
高
橋
孟

柏
井
健
一

津
高
和
一

貝
原
俊
民
竹
馬
準
之
助

貝
原
六
一
外
島
健
吉

木
口
衛
中
内
功

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

三
宮
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
神
戸

神
戸
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
三
宮
セ
ン
ト
ラ
ル

タ
ワ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

サ
ン
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

雅
叙
園
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
全
但

六
田
Ｉ
山
ホ
テ
ル
．

六
甲
ス
カ
イ
ヴ
ィ
ラ

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
（
大
阪
）

ホ
テ
ル
水
上

パ
レ
ス
神
戸

花
ホ
テ
ル

☆
神
戸
市
東
灘
区
せ
き
し
書
店

大
文
堂
神
戸
大
学
生
協

ウ
オ
ザ
キ
書
店
せ
か
い
書
房

小
原
光
文
堂
・
山
根
商
店

本
山
宝
盛
館
☆
神
戸
市
中
央
区

北
村
書
店
宝
文
館

キ
テ
ィ
海
文
堂

御
影
宝
盛
館
丸
善

甲
南
堂
日
東
館
書
林

ブ
ッ
ク
ス
ホ
ー
リ
ン
リ
い
ぶ
ろ
元
町

甲
南
プ
ッ
ク
ス
ホ
ン
ジ
ョ
ー

御
影
プ
ッ
ク
ス
サ
ン
エ
ー
書
店

甲
南
大
学
生
協
漢
ロ
堂
書
店
三
宮
店

グ
リ
ー
ン
プ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店

☆
神
戸
市
灘
区
流
泉
書
房

雄
倉
書
店
コ
ー
ベ
プ
ッ
ク
ス

南
天
荘
書
店
ラ
ン
書
房

プ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
カ
ス
ガ
ノ
書
店

ユ
ー
カ
リ
南
天
荘
プ
ッ
ク
ス
フ
ジ
ャ

プ
ッ
ク
ス
の
じ
ぎ
く
白
樺
普
店

プ
ッ
ク
ス
六
甲
Ａ
Ｚ

サ
ン
プ
ッ
ク
ス
朝
日
屋
ボ
ー
ア
イ
店

神
戸
っ
子
と

出
会
う
時

月
刊
「
神
戸

っ
子
」
は
思

い
が
け
な
い

と
こ
ろ
で
…

⑬
神
戸
っ
子
は
左
記
の
書
店
で

画や

第
一
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
Ｐ
Ｇ

シ
ネ
マ
ガ
イ
ド

兵
庫
県
民
会
館

神
戸
国
際
港
湾
博
物
館

神
戸
市
中
央
市
民
病
院

そ
ご
う
神
戸
店
美
術
画
廊

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ド
・
ラ
・
ペ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
タ
ピ
エ
ス

フ
ァ
ミ
リ
ア
北
野
坂
ハ
ウ
ス

ブ
テ
ィ
ッ
ク
魔
女
／
ア
ト
リ
エ
よ
し
こ

テ
ル
ミ
ー
ニ

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ポ
ー
ト

れ
ん
が
亭

ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ

キ
ャ
ノ
ン
／
柊

に
し
む
ら
加
排
各
店

ハ
イ
ジ
芦
屋
店

ク
ラ
ブ
小
万

萩
原
和
誹
店
・
瑚
排
倶
楽
部

東
京
宝
塚
劇
場
宝
塚
セ
ン
タ
ー

ル
ミ
ナ
ス
神
戸

兜
子
館

☆
定
期
講
読
の
お
申
し
込
み
は

１
年
分
４
５
０
０
円

郵
便
振
替
口
座
神
戸
６
１
４
５
１
９
６

中
内
力

中
西
勝

難
波
還

南
部
圭
三

成
瀬
香
梅

灘
本
唯
人

西
村
功

福
富
芳
美

松
井
一
郎

松
井
高
男

荒
川
克
郎

宮
崎
辰
雄

宮
地
変
二

村
上
正
二
郎

百
崎
辰
雄

元
永
定
正

行
吉
哉
女

淀
川
長
治

神
戸
青
年
会
議
所

神
戸
百
店
会

神
戸
っ
子
Ｎ
ｏ
．
３
３
６

☆
発
行
／
１
９
８
９
年
４
月
１
日

☆
編
集
・
発
行
／
小
泉
康
夫

☆
発
行
所
・
神
戸
っ
子
編
集
室

神
戸
市
中
央
区
束
町
１
１
３
ノ
ー

大
神
ピ
ル
９
階

念
０
７
８
（
３
３
１
）
２
２
４
６
（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
ｏ
０
７
８
ｏ
３
３
１
ｃ
２
７
９
５

頒
価
３
０
０
円
送
料
７
１
円

、

ー'

☆
東
の
浜
っ
子
、
西
の
神
戸
っ
子
、
同
じ

ハ
イ
カ
ラ
さ
ん
で
も
一
味
述
う
八
高
出
Ｖ

★
再
び
の
八
魂
馬
Ｖ
人
気
。
６
月
の
新
オ

リ
エ
ン
タ
ル
で
の
初
時
代
劇
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。
八
佐
々
木
Ｖ

★
春
、
心
奥
か
ら
蘇
る
原
風
景
は
、
ロ
バ

の
耳
。
そ
し
て
や
ぎ
の
足
。
八
河
野
Ｖ

☆
さ
よ
な
ら
と
い
う
よ
り
じ
ゃ
あ
ね
と
い

い
た
い
四
月
の
青
い
ス
タ
ス
ィ
オ
ン八

ｓ
Ｖ

☆
春
畑
漫
…
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来
／

私
を
何
処
か
へ
連
れ
っ
て
っ
て
Ａ
西
村
Ｖ

★
知
的
に
な
っ
た
ね
、
お
雄
さ
ん
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
ー
留
学
帰
り
の
娘
の
観
察八

洋
Ｖ

★
４
月
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
い
出
発
が

待
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税
も
。
八
丸
山
Ｖ

☆
ク
ラ
ッ
チ
滑
る
、
ラ
イ
ト
暗
い
、
ブ
レ

ー
キ
甘
い
私
の
愛
車
は
入
院
中
八
松
尾
Ｖ

三
宮
ブ
プ
ク
ス

芸
亭

☆
神
戸
市
兵
庫
区

柿
文
館
メ
ト
ロ
店

隆
司
書
房

漢
口
堂
書
店

か
も
め
書
房

合
城
屋
書
店

前
川
書
店

☆
神
戸
市
長
田
区

日
東
館
長
田
店

秋
田
百
文
館

高
田
屋
書
店

☆
神
戸
市
須
磨
区

岡
本
書
房

神
戸
書
林

す
ま
書
房

源
氏
書
房
須
磨
寺
店

博
文
堂
書
店

流
泉
書
房

☆
神
戸
市
垂
水
区

広
文
館

漠
口
堂
明
舞
店

日
東
館
垂
水
店

☆
神
戸
市
北
区

漢
口
堂
西
鈴
蘭
台
店

☆
神
戸
市
西
区

ジ
ュ
ン
ク
堂
学
園
都

市
店

４６
１
１☆

大
阪
市

紀
伊
国
屋
書
店
梅
田

☆
西
宮
市

千
種
書
房

み
ど
り
や
書
店

夙
川
書
店

ア
イ
ビ
ー
書
房

華
文
堂

大
盛
堂
書
店

シ
オ
サ
イ

カ
イ
ザ
ー

★
宝
塚
市

川
瀬
書
店

宝
塚
書
店

キ
リ
ン
堂
書
店

☆
芦
屋
市

芦
屋
宝
盛
館

大
利
昭
文
堂

☆
明
石
市

プ
ッ
ク
ス
マ
ッ
モ
卜

木
村
書
店

森
田
書
店

☆
加
古
川
市

プ
ッ
ク
ス
ア
ル
フ
丁

詳
文
館

☆
姫
路
市

三
耕
堂

誠
心
堂
書
店
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■

CｏｃｋｔａｉｌｏｆＫＯＢＥ－

も
り
も
と
・
ゆ
う
こ
バ
レ
リ
ー
ナ
。
３
才
よ
り
バ
レ

氏
に
師
事
。
帥
年
の
モ
ス
ク
ワ
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
で

３
月
末
か
ら
４
月
に
か
け
て
ソ
ビ
エ
ト
へ
。
５
月
に
は

日
本
バ
レ
エ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
演
、
と
森
下
洋
子

人
と
し
て
活
躍
中
。

ナスターシャ
知性と優雅を秘めて

皿
才
の
時
に
ツ
ァ
ー
で
初
め
て
ソ
ビ
エ
ト
に
行
っ
て
以
来
、
ブ

ル
ガ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
と
海
外
へ
出
掛
け
る
機
会
は
多
い
が
、
い

つ
も
、
ホ
テ
ル
と
練
習
場
、
劇
場
の
往
復
。
た
ま
に
ホ
テ
ル
の
バ
ー

で
飲
む
カ
ク
テ
ル
は
、
や
た
ら
に
甘
く
て
そ
の
く
せ
頭
に
ひ
び
く

程
強
い
種
類
の
も
の
だ
っ
た
。

ひ
と
く
ち
含
ん
だ
時
の
甘
さ
と
、
爽
や
か
な
あ
と
口
。
そ
し
て

ほ
ん
の
り
と
紫
色
に
染
ま
っ
た
グ
ラ
ス
か
ら
感
じ
ら
れ
る
大
人
の

ム
ー
ド
。
私
の
た
め
に
作
り
出
さ
れ
た
カ
ク
テ
ル
を
味
わ
い
な
が

ら
、
お
酒
の
こ
と
に
話
が
弾
む
ひ
と
と
き
に
、
本
当
の
バ
ー
の
楽

し
み
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

森
本
由
布
子

蝿
醒
卸
池
》
１
町
鹿
評

稲『

パフェタムール１／３
バナナリキュール１ / ３
フレッシュレモンジュース１／３
以上をシェークしてグラスに入れ
て供する。リキュールベースのカ
クテルにレモンジュースをプラス
して爽やかな－杯に。

バーテンダー・宇座忠男

ナスターシヤ

エ
を
始
め
宮
城
昇

は
銀
賞
を
受
賞
。

東
京
で
行
わ
れ
る

に
次
ぐ
若
手
の
一
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回峨回

第９

の女子アマチュア上位1 6 名の夢の対決です。
両Ｈとも観戦無料です。ぜひ、ご来場ご観戦
ください。

、

ＪＲ六,Ｉ
灘区友Ｉ

恋（
駐車場完

ＪＲ
坦迦断

畠大阪
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神戸のうまいもんとドリンキング神戸のうまいもんとドリンキンiも とま
☆日本料理
珊岐名代うどんあこや亭

布引店念2322 4 0 0三宮店念332- 3 0 0 3住吉店宕453- 3 7 3 7
兵n I f 駅前店五5 7 5 - 5 3 0 6 ボー ｱ ｲ 店逓3 0 3 - 1 1 8 8
ポーアイプラザ店竃3 0 3 - 3 2 3 2

北 海道郷土料理蝦夷
中央区中山手通１－４－１３途3 3 1 - 7 7 7 0
東門筋東l 1 I J 会館ピルＩ階

和 食くれない
三富生田新道浜側中央ＫＣＢピル２Ｆ壷3 3 1 - 0 4 9 』ｌ

た こ焼たちばな
三宮センター伽旧柳筋）壷3 3 1 - 0 5 7 2

議 騨幽箪五事
元町３丁目山側舌3 9 1 - 3 1 5 6

炭 焼やきとり卜リドリ
中央区北長狭通２－５－１か3 9 1 - 3 0 2 8
ﾀ ｲ ｼ ﾝ ｻ ﾝ セットピル2 F

累 打蕊ど驚木曽路
フラヮーロード市投所前ＫＥピルＢＩｆ孟泌１－１２９５

と じよう吾作
中央区尤町通２－７－２０念３２】- 0 5 3 9

鍋 ･ しやぶしやぷ三十三間堂
神戸ワシントンホテル２Ｆ冠3 3 1 - 6 1 1 】

制 烹銀坐
神戸ワジントンホテル２Ｆ念3 3 1 - 6 1 1 1

手 打そば処つる庵

☆日本料理
珊岐名代うどんあこや亭

布引店念2322 4 0 0三宮店念332- 3 0 0 3住吉店宕453- 3 7 3 7
兵n I f 駅前店五5 7 5 - 5 3 0 6 ボー ｱ ｲ 店逓3 0 3 - 1 1 8 8
ポーアイプラザ店竃3 0 3 - 3 2 3 2

北 海道郷土料理蝦夷
中央区中山手通１－４－１３途3 3 1 - 7 7 7 0
東門筋東l 1 I J 会館ピルＩ階

和 食くれない
三富生田新道浜側中央ＫＣＢピル２Ｆ壷3 3 1 - 0 4 9 』ｌ

た こ焼たちばな
三宮センター伽旧柳筋）壷3 3 1 - 0 5 7 2

議 騨幽箪五事
元町３丁目山側舌3 9 1 - 3 1 5 6

炭 焼やきとり卜リドリ
中央区北長狭通２－５－１か3 9 1 - 3 0 2 8
ﾀ ｲ ｼ ﾝ ｻ ﾝ セットピル2 F

累 打蕊ど驚木曽路
フラヮーロード市投所前ＫＥピルＢＩｆ孟泌１－１２９５

と じよう吾作
中央区尤町通２－７－２０念３２】- 0 5 3 9

鍋 ･ しやぶしやぷ三十三間堂
神戸ワシントンホテル２Ｆ冠3 3 1 - 6 1 1 】

制 烹銀坐
神戸ワタントンホテル２Ｆ念3 3 1 - 6 1 1 1

手 打そば処つる庵
市役所花時計北・ハニービルＢ’五3 3 1 - 0 2 6 0

季 節茶屋一輪一房
中央区三富町１－８－１途3 3 1 - 2 2 8 O
さんプラザＢＩＦ

天 ぷら天ふじ
中央区下山手通２－１１－２４壷3 9 2 - 3 6 3 0
大企ビルＩＦ

識 I f ： E ‘ i 《Ｉ喜兵衛
中央Ⅸ山本通２－１－１冠2 4 2 - 5 4 1 1
コーナーハウス２階

懐 石料理馳走
中央区山本通４－２６か2 2 2 - 6 0 2 2

驚 藍高理千石船
さんちか店云3 9 1 - 4 8 7 5 山手店巷3 9 1 - 9 3 1 4

活 伊勢海老料理中納言
神戸ブﾗ ｷ 隣テル店査3 3 1 - 7 9 1 8 尤町東店. 壷3 9 2 - 1 6 8 5

懐 石料理楽珍
阪急西口店極思皇宮西ｎ北ﾚ ｲ ﾝ 括ブラI 滝～4 F 垂3 2 1 - 5 2 0 0 ㈹
宴会鳩/ 神戸三富生田筋西村ビﾙ 3 ~ 4 F 冠3 3 2 - 1 7 1 7

1 Ｊ仁科理しげ松
中央[鋤11納|ﾖJ4 - 9 - l lき332 - 2 2 8 5

う どん ･ 和菓子ちから餅
ﾄ ｰ ｱ ﾛ ｰ ド店竃3 3 1 . 3 2 5 0
躯水店壷 7 ０７．４４６６

生そば･ 弁し丸
中央区中山手通１－２７－１１竃２３１－

壷2 2 1 -

料亭･ ラウ" ジオヒ野異人
中央区北野町２－９－２２( 三本松不動北）垂２２２－

磯料理･ 緑し花群くはなむ
中央区中山手通l - 7 - 6 l ルチライトピル1 Ｆ念3 9 1 -

Ⅲ 水郷皿かじ
中央I叫'１｣ 1 J ､ 通‘１－２－２盃3 3 2 -

旗 庭梓皿花
神J州１１１央幽jU I侭I E 1 -‘'－６コーベピルＢＦ念39 2 -

Ｈ 本科理三宮ノⅡ
中央区北長扶通３－

オレゴンビル2 Ｆ竃3 3 2 - 4

☆各国器斗理

生そば . 弁し丸万
中央区中山手通１－２７－１１竃2 3 1 - 7 2 9 1

壷2 2 1 - 8 3 7 9

料亭･ ラウ" ジオヒ野異人坂
中央区北野町２－９－２２( 三本松不動北）垂2 2 2 - 2 0 0 1

磯料理･ 緑し花群くはなむら〉
中央区中山手通l - 7 - 6 l ルチライトピル1 Ｆ念3 9 1 - 7 8 8 1

1 1 水郷皿かじき
中央I叫'１｣ 1 J ･通‘１－２－２盃3 3 2 - 6 0 2 9

旗 庭梓皿花庵
神J怖巾央幽'１｣I侭IE1 -‘1- 6 ｺ ｰべビﾙBF念39 2 - ﾖ 2 2 6

Ｈ 本科理三宮川度
中央区北長扶通３－１２

オレゴンビル2 Ｆ竃3 3 2 - 4 5 4 5

☆各国器斗理
ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾊ ｳ ｽ グリル青
中央区下山手通２－１４－５（トアロード）念３９１－ｆ

ｽ ｶ ﾝ デｨ ﾅ ピｱ 料理ゴックスタッと噸鐙識圃3-,-2,雌謙騰徽…_Ｏ
ｽﾃ ｰ ｷ ﾗ ｳ ﾝ ｼ果

神戸プラザホテル2 F 【元町駅南) 念3 3 1 - 4

すていきﾊ ｳ ｽ 長
神戸市中央区布引町２－３－１６垂２２１－１

花ステーキ

中央区布引町４－２－７神戸花ホテルＢｌ壷2 2 1 - l
メキシコ料理二死一フーァ一

ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾊ ｳ ｽ グリル青山
中央区下山手通２－１４－５（トアロード）念3 9 1 - 4 8 5 s

ｽ ｶ ﾝ デｨ ﾅ ピｱ 料理ゴックスタッドと噸鐙識圃3-,-2,雌謙騰徽…_０，３，
ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾗ ｳ ﾝ ｼ 果林

神戸プラザホテル2 F 【元町駅南) 念3 3 1 - 4 5 5 8

す ていき ﾊ ｳ ｽ 長崎
神戸市中央区布引町２－３－１６垂２２１－１０８６

花ステーキ

中央区布引町４－２－７神戸花ホテルＢｌ壷2 2 1 - l O 8 7

メ キシコ料理テイファーナのお店中央区中山手通１－２１－１３念２柁一00 4 3
バールｺ ｰ ボﾗ ｽ ビ ﾙ １Ｆ

フランス料理ビストロド､ ウリヨン
中央区山木皿２－１３－６冠2 2 1 - 2 7 2 7

鍔 ﾉ 唖ヱピエール
中央圃鴎町２－８－９異人随倶楽部パート１１き242-0055

藍ﾘ ﾈ ､ ｱ 畷ﾌ ｨ ｯ ｼ ｬ ｰ ﾏ ﾝ ズポー ﾄ
神戸港穂‘l 突堤ボー ﾄ ターミナルき3 3 1 - 0 3 0 1
レ ストフン三光

中央区北畏狭通２丁目８の６壷3 3 1 - 0 2 2 6
云３２１▽5 8 6 1

ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾊ ｳ ｽ れんが亭
中央区下山手通２－５－５念3 3 1 - 7 1 6 8

ＢＡＲＢＥＣＵＥー些 段＆ＳＴＥＡＫ ﾉ 、
中央区元町逝３－８－４古3 3 1 - 2 1 0 8

m 看を* 哩与レストランフック
フラ, 乳風中国料理夢香亭

中央Ⅸ栄町述２－９－１１壷3 2 1 - 3 4 5 3
321 - 3 2 0 7 , 3 3 2－4129

Ｋｨ ｯ ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ，ハィデルベルグ
中央区山本通２－８－１５壷2 2 2 - 1 4 2 』１
ﾛ ｰ スガーデン2 Ｆ

:'iﾝ擁憾中鳥｣愚｢稜,呉卿日曇3淵

韓国宮中科理鳳仙
中央区北長挟通1 - 6 - 1 0 ニューキ殉･ スルピル6 Ｆ念3 9 1 - 2 Ｍ７

レ ストランやまと
中央区生田町１－４－２０伝2 4 2 - 2 0 2 0 W ､

蛍 j W R 威鰐ぶはら
執. 町２－３－９ダｷ ビﾙ ２F 趣3 3 1 - 1 7 3 ↓１

神閥ピｰ ﾜ 出縮錘和黒くわっこぐ＞
:､｢M輝輝I網合中央瞳中山平通１－２４－ｌ君222-0678
指定店ピルサイドテラ入ＩＦ

: _ 三 k 《産等ガスライト
神戸ﾜ ﾝ ゴﾄ ″ﾎ ﾃ ﾙ 9 Ｆ念3 3 1 - 6 1 1 1

ﾇ えﾝ 灘エル･ パンチョキタノ
中央Ⅸ北野町３－２－４念2 4 1 - 1 3 4 4
アニル柄・マ: ｚンヨン1 Ｆ

中 国料理葛寿殿
中央区中山手２－２０－４冠２３】- 4 5 3 1

北 イタリ『料理べルゲン
中央区山本通2 - 3 - 2 竃2 4 1 - 6 9 5 2

瀧柵: 群Ｒﾆ ｭ ｰ ﾐ ｭ ﾝ ﾍ ﾝ 神戸大使館
皇宮生、ロードか3 9 1 - 3 6 5 6

ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾊ ｳ 久伊藤
中央区師幸通７－１－２０大信ピル８Ｆ壷2 3 2 - 3 0 3 1

蕊霊魂GOONYKmANOGi-うｉ７）
中央区北野町2｣ . I I 7 - l 8 lルズギヘ･国ﾌ 'Ｊ－き24 2 - 2 5 6 2

ｆ すう澱神戸館
中央区下山乎通２－２－９盆3 2 1 - 2 9 5 5

ｱ ﾏ ﾂ ビﾙ １Ｆ

広蝋料理神戸元､ 丁別舘牡丹園
元町通l T f I 協和銀行北側小路I X i 入る

盆3 3 1 - 5 7 9 0 . 6 6 1 ]

レ ストランラ・ターブル
中央区山本辿3 丁目3 茜8 号（パｰ ﾙ ピルB 】）

君2 4 1 - 3 1 7 0

千リ料理グラン・ミカエラ･ イ・ダゴ．
中央悩中11 J ,１２通2- 1 7 1 2念2 . 1 1 - 0 3 6 7

＃ラボ, 恥j ; ｉコパカバーナ
中央Ⅸ中111手迦2-1 - 1 3

査3 9 1 - 0 8 8 8 , 壷3 3 2 - 6 6 9 4

ステーキステーキハウス･ コウベ
中央区北長狭通1 - 2 - 3 晶鏑寿司ビﾙ 3 F 金3 3 2 - 6 6 8 5

〆キシコ料理チコアンドチヤーリー
中央区山本通1 - 7 - 1 1 コーナーハウスＤｏ４Ｆか2 2 1 - 8 0 4 1

偽 焼 : ｽ 掌 _ 草もん
’11央腿北及狭旭2 - 1 2 - 1 3生川筋窓3 3 1 - 0 3 7 2

鰹 ！；ジプロフィーロ
中央区加納町2 - 5 - 1 壷2 6 1 - 2 6 2 0

兵成布引ピルB 1 F
山東料理鼎ＴＥＩＴＥ（テイテ）

☆喫茶中央区下山手趣3-,-'7麺333-6888
伽俳航たちばな

中央区元可通３－９－２念3 9 , - , 0 5 1

ｻ ロンドテイカレッ卜
元町一悉衡缶3 2 1 - 】7 3 9

カ フェドラセール
新聞会館１Ｆ公2 2 1 - 8 1 5 5

ケ ーギ＆喫茶アンテノ一ノレ
北野本店／１１』典区１１』山猫皿- 2 2 -旧盆2 4 2 - 3 7 9 7
神〆店／中央区北及扶逆Ｉ‐１０６壷3 3 1 - 8 仲１０

噸 贈ガ－デニア
中央区東町l l 3 - l 大神ビルＩＦ念3 2 1 - 5 1 1 4

Ｌ ＥＣＡＦＩＺガし
中央区山本辿２－３－１４念2 4 2 - 7 1 4 4

寓水のｺ ｰ ﾋ ｰ （こしむら劫i I 排店
中山罪店・中央区中山手通１－２６－３

念2 2 1 - 1 8 7 2 . 2 3 1 - 9 5 2 4
三宮店・国鉄皇宮訳山側冠２‘1 J - 2 7 7 7

七ダター侭店・中央区三禽町1 0 - 2 7 云3 9 1 - 0 6 6 9
．I 上野店・山木通２－１－２０か2 4 2 - 2 4 6 7
会員制）３Ｆ９鴫所公2 4 1 2 - 1 8 8 O

阪急・弘寓蜘』山側査3 3 2 - 5 7 2 7

伽 幹モ－ツアノレト
中央区山本通２－６－１１念２４１－３９６１
グランドマダショジ１Ｆ

ノＬ伽酢
中央区ｉ宮田『２－９－６【トアロード】丘3 9 1 - 1 5 8 9

哩 碓館英国屋
神戸国際会鯨候側五２５１－．1 5 6 2

喫 茶館葡萄屋
輔ｾ ﾝ ﾀ ｰ Ｉｈ３Ｉ~ 目竃3 9 1 - 9 0 0 5

喫 茶館仏閏西屋
Ｚ宮・ブﾗ ﾜ ｰ ﾛ ｰ ド( 神戸市役所前】念2 3 2 - 4 6 4 3

デ ザート喫茶ぶどうの木
耕・ブﾗ ﾜ ｰ ﾛ ｰ ﾄ 〔神戸市役所前J 途2 5 1 - 3 2 3 1

ウイー，鞭ｆモーツァルト三宮
中央区磯上述８－１－２９壷2 5 1 - 3 6 1 6

カサベラビル１Ｆ

ウイー／巣j ・モーツァルト元町
中央に二宮町３－１－３念3 3 2 - 0 8 8 6

神戸大丸山向い

縦 房ナイノレ
中央区下山手通６１．月２－７き3 4 1 - 7 3 7 6

ｺ ｰ ﾋ ｰ ラウンシカフェ・ド・パリ
神戸ワシントンホテル２Ｆ査3 3 1 - 6 ] １１

蹄T 蝿& , ファミリア北野坂ハウス
中央区北野町２－８念2 2 2 - 3 5 3 5

純 喫茶元町サントス
中央区元町通2 - 3 - 1 2 ( 元町通１匪街浜側）冠３３１－１０７９

．－ﾋ ｰ ﾗ ｳ ﾝ ｼ ＣｉｔｙｏｆＣｉｔｙ
中央区三富町３－９－１か３３１－１１１７

ﾃ ｲ ｰ & ｽ ﾅ ﾝ ｸ ｴ ポック
中央区元町迎３－８－８( 浜側）冠3 3 1 - 3 6 9 4

蝿 紫テノレミ一
中央Ⅸ国鉄元町駅槻内危３３２－１６８２

炭火端醐伽恥劫ロ排倶楽部
神戸市中央区北長挟通１－１０－６〔生、筋）

ムーグライトピル１Ｆ宜諏 2 - 2 0 i ６

蝋火焔瑚伽俳萩原劫ロ排店
神j - i 市中央区中山手通２－２１－３

垂２２２－I 4 5 7

s n l o n ＆ｃａｆｕＢＬＵＥＭＯＵＮＴＡＩＮ
神戸市樫は八轍町‘１－６－１６

【販急六甲駅下甑I 柿I 緬南約３分】

訓に ﾘ 当Ｚベニマン
伸戸市中央区北長扶j ' 1 4 1 .月３齢2 4トナ壷3 3 1 - 8 5 8 4

： 秀宅ＣＡＲＡＴ
キヤラツト

阪急三宮駅東口山側白間ピﾙ 3 F 壷3 3 1 - 5 1 4 1

ｱ ｲ ｽ ｸ ﾘ ｰ ﾑ T a t o u f o（タトウフオ）
中央区加納町４－７－７念3 9 2 - 7 4 2 5

炭火培煎伽排カフェ・ド・パーク
神戸市中央区山本辿２－１４－２６
クラタ1 1 号館２Ｆ君2 3 1 - 3 6 7 ｌ

ソ ブイア
C O F F E L O U N G E 国際ピル店中央区浜辺通２－１３０

国際ピルＩＦ査2 5 1 - 2 4 7 2
C O F F E L O U N C E 海南ピル店中央区江戸町１０４

海南ピルＩＦ宜3 9 2 - 5 4 8 3
手作りケーキの店元町店中央区允可通l - M - l 3

丘3 9 2 - 0 8 8 7

☆燕ﾛ 菓子
あられの店あられの小箱

中央Ⅸ捕町3 - 3 - 8 垂劉l 弓5 6 7 0

☆ＣＬＵＢ
。’Ⅲｂ飛烏

中央区中1J呼過１－２－６念３３１－７６２７

．１Ⅲｈ小 万
中央区蝿１１筋中島ピル３Ｆ念39 1 - 0 6 3 8 . 4 3 8 6

。 ’Ⅲｂなぎさ
中央瞳北畏狭通２－１１－２垂3 3 1 - 8 6 2 6

ク ラブる， S 、らん
中央区中山手ｊｍＩ－３－Ｉ壷3 3 1 - 2 8 5 4

§１Ａ，ＭＭｏｏｎＬｉｇｈｔ
三宮.'1 .Ｈ１筋Cl U l b冠3 3 1 - 0 1 5 7 / B a r念3 3 1 - 9 5 5 1

. 1 ｡ ｂコトブ．キ
中央区皇宮本通り竃３. ｌ－１８７５

ｃＬｕＢＮＥＮＥ
中央区北長狭通１－５－９西3 3 1 - 4 1 4 3 . 5 6 2 5

☆ＳＴＡＮＤ＆ＳＮＡＣＫ

ﾚ ｽ ﾄ ﾗ , B A R 苔葎屋
中央区北長挟通５－５－２２壷３５１－４３１１

ﾇ ﾔ 蔚ｼ ﾗ ｲ 許アルハトロス
中典'穂#蛾'吾潟:念２３'-330,

サ ロン太田
生佃新進シマダ靴店2 Ｆ念3 3 1 - 5 哩
馴1 2 : 0 0 ～6 : 0 0 < 伽酢タイム）

ブチシャ群△ノン

" 音楽の索“工トワ
中央区執町３－８－１２壷3 3 2 - 1 7 5 5

神戸ﾄ ｧ ﾛ ｰ ドﾐ 宮七，ター隅西人1 J 入力イト- 7 . ピﾙ 3 F

ス ナ，ク雅子
神戸市中央区北長挟通Ｉ－５－９ＫＣＢビル３Ｆ五3 3 2 - 0 0 5 1

ﾚ ｽ トフハパートム・キャンティ
中央腿ド山罪辿2 - 8 - 2 壷3 3 1 - z l 2 z
神ﾉ ･ ﾜ ﾝ ｧ ﾄ , ﾋ ﾙ 】Ｆ

サ ロン神戸時代
中央Ｋ中l 岬辿１－２３－１０舌2 4 2 - 3 5 6 7
モグ／ャ| ･ ウコトブキピル

ｶ ﾂ ﾃ ﾙ ﾗ ｳ ﾝ ，サヴオイ
商架11』{|ｉＩテキのI師.1上査３３１２６１５

; ﾕ , 『移' Ｚサントノーレ
ト了ローＩｆｉ中1 % 区下山蝿2 5 5 ｓj ﾘ １３鯉

｣峰砿ｌＩｌ蝿'i1lIII:血1型－１Ⅱ対|けr'ラ↓卜６ＦＢ型１３間6

ズ タ〃卜千里
中央区下山綜辿２－１１－１冠3 3 1 - 4 7 3 0
Ｋ. S ，M ピル1 Ｆ

蕊 門１脚でっさん
中央Ⅸ北是挟埋１－５１２査3 3 1 - 6 7 7 3

急 ＴハＮｐマシュケナダ
中央焼' １１山ｆ述１－４－６古３３１－覇８７
ユーベルピＬ４Ｆ

ＡｄｕｌＬＤｌ…セキ－ナ
中央I抑Ｉ納町4r i I 7 - l l’山』厩f収ビﾙ 8 F台3 3 2 - f ) 6 6 6

窪ﾝ 幣クf ﾛ ？ティファー
中央Ⅸ中山展通１－２１－１３きg 2 4 I - l 7 7 I

R 8 隠珊傷珍地理屋
燃野W勢↓譜- 1 0 …－０雛s

し ; , ヤーピル西村ビル
中央Ｋ北蝿馳2 - 1 2 - 1 0 雌I I l 流’スーハース･ デー，ヨ〃
ﾗ ﾉ ダﾑ ﾊ ' ﾂ ｽ 4 5 r p m 臆連坊楽珍ｴ 人力イヤやラブ

スタントかてな
中央腿中山予通１－７－１０英健ビルＩＦ五狸１－１３１６

スナ，’アダル卜
中央区｣ 塵狭迩１－２０－２征原ピル５Ｆ古3 2 1 - 5 8 8 5

韓 国スナ′ク世宗
中央区北艮狭述' - 6 - 1 0 ニューキャスルピﾙ ３Ｆ

念3 9 2 - 1 7 2 7

号& 序う' ２ＤＡＹｂｙＤＡＹ
中奥仮ド' １１Ｆ通２ｒＩ１１１５ワ〃｜，オテＩＬＢ, Ｆ

缶３９２４１７３

洋 禰・喫茶オアシス
神戸市中央区布ﾂ 1 町４－１－】
ＪＲユノ宮駅櫛内金2 4 1 - 9 8 6 1

ラ ウンジＬＡＮＴＡＮ
中央区北長狭通１－] 0 - 6 ﾑ ｰ ﾝ ﾗ ｲ ﾄ ビﾙ ５Ｆ

置333-8151

ピｱ ﾉ ﾗ ｳ ﾝ 骸グランメール・モリ
中央区下山手通2 - 1 1 - 1 念3 9 1 2 3 6 9

サロンフーーリッシュハート
中央ぽ中山手涌２ｍ念2 4 2 - 0 q 3 ９

４
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本店／神戸市中央区元町通1 - 1 1 - 3 協和銀行北側
小路西へ入る。１１A M ～3 R M ･ ４: 3 0 F I M ～8 ＰＭ土日祝
11AAA～8RM<ﾗｽﾄオーダー)盃(078)331-5790.6611
水曜休( 但し１２月は第１水曜と3 1 日が体）
千里阪急店／豊中市新千里東町１－５－１
北大阪急行・千里中央駅前千里阪急百貨店５Ｆ
丑(06)832-199011AM～7RM(日祝・８RM）木曜休ノ

馬i 司箭別舘| 牡丹画’
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お…一品露笥妙蝦求

察旭心さんく声楽家〉
華やかな笑顔が印象的な察さん。大阪

音大卒業後、大阪・神戸を中心に演奏活
動を行ってきた。５月６日には新たなレ
パートリーに挑戦するリサイタルが開か
れる｡ ｢ こちらの店は小さい頃からの馴染
みで、何を出されても大満足なのが嬉し
い限りです｡ ｣ と彩りの美しい春の一品を
前に口元もほころぷ。

ー

１
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処を神戸の一つのI 情報発信基地とすべく、かって

、
ＫＯＢＥＥＸＣＥＬＬＥｊＶＴＳＨＯＰ神戸開港1 2 0 年記念シリーズ

－近代洋風建築を訪ねて－

☆よろず御槻衣緯ト虎

神戸シャツ
神戸市中央灰＝寅町3 丁月1 - 6 念3 3 1 - 2 1 6 8

☆選りすぐった一点を…。

SancI1e神戸市立博物館 神戸市中央区元町通2 丁目5 - 7 垂3 3 1 - 4 7 0 7

( | 日横浜正金銀行神戸支店）
☆欧風家具･ 設計･ 創作

永田良介商店写真／高橋裕嗣
神戸市立博物館は、昭和1 0 年コンドルに師事し 神戸市中央Ｆ二宮町3 丁目1 - 4 壷3 9 1 - 3 7 3 7 ～９

た桜井小太郎の設計により横浜正金銀行神戸支店
☆婦人帽子

､ Q、僅〆､ h滝で、
マ鐸シ＞

神戸市中央区北長狭通2 丁同6 - 1 3 金3 3 1 - 6 7 1 1

として建てられたものを建改増築し、昭和5 7 年発
足しました。ネオクラシックな外観が博物館の趣
きとよく合致しているといわれるが、私たちは此

神戸市中央区北長狭通3 丁目1 2 - 1 4 途3 3 1 - 1 8 1 8

事務機の鳴りひびいていた－階ホールでのミュー
ジアム・コンサートをはじめ、地階講堂での各国 ☆伝わる真どころ手づくりの風格

柴田音吉洋服店の映画祭や、一人芝居、邦楽鑑賞会、ハクのつく
落語、詩の朗読会などさまざまな試みを、展覧会
のほかにも展開してきています。

神戸市中央区元町通4 丁目2 - 2 2 盆3 4 1 - 0 6 9 3

かつての食堂が私たちの居る事務室、その厨房 ☆舶来品ブティック

ヱコターニュートンが館長室、金庫室は－展示室コーナーと全く変貌
を遂げているものの、以前は滅多に入れなかった

※このシリーズは上記の専門店の提
供によるものです．

驚雛響
駕鯨謹雲鳳，塾冨睡
昭和１０年竣工、鉄筋コンクリート造３階建。正而に６
本のドリス式半円柱を配した古典主義建築。昭和5 7 年、
神戸布と坂倉建築研究所により博物館に大改造された。

★本格派の人々に愛される

ヨョ狩狗
神戸市中央区三富町3 丁目1 - 9 念3 3 1 - 5 1 9 0

ノ
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末積製額 トアロード･ 大丸前
盃3 3 1 - 1 3 0 9

名谷店
盃7 9 2 - 5 6 3 3

ＷサンジェルジェルLapQljMrS'N･… 元町一番街山側
盃3 3 1 - 6 1 9 5

センター街2 丁目
ａ3 3 1 - 4 3 5 8

センター街2 丁目
ａ3 3 1 - 4 3 5 8
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代表神戸国際会館３Ｆ
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念( 0 7 8 ) 3 9 1 - 4 1 3 7

KOBEGALLERYGUlDE
神戸ギャラリーガイド

KOBEGALLERY
神戸ギャラリーガイド

GUlDE

萱辱蟻
〒6 5 O 神戸市中央区軍宮町1 丁目6 - 3

一 一大丸前一

測咳曇廊
〒6 5 O 神戸市中央区三宮町３丁目１～８大丸前㈱服部２Ｆ

ＴＥＬＯ７８－３３２－Ｏ７３３

蝿ギｬ ﾗ ﾘ ｰ あじさい
神戸市中央区三宮町1丁目8 - 1 - 3 Ｏ５さんプラザ3Ｆ

壷(078)331-1639.1067
（A・M11:00～P.Ｍ､6:00〉

4 / 1 8 ～4 / ２３花シリーズ３
片山直作品展

瀞｣-しＶ禅Ｐｅ
〒6 5 O 神戸市中央区三宮町1 丁目5 の２６

三宮ピブレ2 1 ビル７Ｆ
ビブレカルチャーセンター内
査(078)331-6446㈹331-7460

〈貸画廊使用規約〉ｏ会期／６ｕ単位〈水雌～月眼】
●時間／午前1 1 時一午後７時●使用料／￥1 5 0 . 0 0 0

状ﾉ パﾙ 市民ギャラリー
〒6 5 1 神戸市中央区雲井通5 丁目3 - 1 サンパル4 階

ＴＥＬ.(078)231-1166.2233
岨１０: 0 0 . - P M 7 : 0 0 (最終日P u 5 : n o哀で)木瀧日休館

貸ギャラリーとしてご利用ください

ギャラリーほりかわ
神戸市中央区三宮町２丁目1 0 - 1 1
（ドルメンビル２Ｆ）
ＴＥＬ(０７帥33 1 - 2 4 8 5 (事務所）

332-4877<ギャラリー）
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毒

★厩望塔の家

－－－／

壷フク2 - 3 2 0 0

－ －－／

唾 ' 《 Ｐ〃 ◎排Ａ４ｂＱを③' 〆

アクセサリープテーイック、. カンランシ

ャ帆から、とっても可愛いティーハウスが
才・プンした｡ アンティークな家共･ 照明
で曽一ディネイトされた･ ‘ティーパーテ
イ”は、女の子ならだれでも' 憶れるホッ

卜＆ド

は英倒
ムメイ

リーーミイ

直輸入の
な雰囲気。ご自慢の紅茶倣段で、しかも北野・異人館倶楽部パー
韮室御用達．フォートナトⅡというハオ・ロケーションで味ｵ ) う
り高いぞ.くのあるティー．という賛沢さ。ピエール・'イン・ナイト

をアフター－７にどうぞｂら! ､ リゴ;二なる…。
1 4 - 1 8 念2 2 2 - 1 8 8 4 回異人館倶楽部パートⅡ金2 4 2 - 0 0 5 5

イタリアン・プラッーヒリー－１

で、こんな素敵な過し方･ ･ ･ 。
たとえば、稚い閏あたりの‘
ラシコ”(１ボトル･￥1 , 8 0 0 )を
のパルメザンチーズの天火焼

ピエール”

ソァベ・ク

飲み､ブ･ス

(￥800)と

〕0)を愉し
』を手経な易A皇

、

フランス料理

北野クラブ
中央区北野町１丁目5 - 7

壷2 2 2 - 5 1 2 3
１１A M～２: 3 0Ⅷ

( ランチ/クインズランチは2 : 3 0 F M まで〉
５剛～10 ; 3 0 P j J iディナー）

神戸割烹

お 可川
中央区北野町１丁目5 - 1 0

念2 2 2 - 3 5 1 1
１１A M～ｇＰＭ

手づくりのシフォンケ・・キと
サンドイッチ
ファミリア

北野坂ハウス
中央区北野町２( 北野坂）

壷2 2 2 再3 5 3 5
1 1 A M ～６ＰＭ月曜休

イン言員’男鼎_ン’料亭. ﾗ ｳ ﾝヅ
噸勢9 兇鰐Ｂ北野異人坂中央区北野町3-1-6中央区北野町２丁目９．２２
灘聯2蝿繊'8蛎N磯:蝋｝

ソヤ

鑑
中央区北野｜
ｽ ﾅ ｺ ﾑ ｱ パﾆ １

スカンディナビア料理と
世界の民族音楽の店

ゴックスタッド
中央区山本通回教寺院前

金2４２０１３１
５R M ～O : 0 0 A Ｍ水曜定休

ワインレストラン･ ワインハウス

ﾛ 昂o 七
中央区北野町４丁目９－１４

神戸･ で最初に公開された異人館

うろこの家
中央区北野町２丁目

壷242 - 6 5 3 0

フランス料理

グラシアニ
中央区北野町４．．８‐１

か2 4 冬0 5 9 7 火曜休予約制

フランス料理

ビストロドｩ ﾘ ﾖ ﾝ
中央区山本通２丁目1 3 . . 6

か2 2 1 - 2 7 2 7
正午～1 0 P j W 月曜休

ギ緑芦蒔将
中央区中山手通１丁目2 3 - 1 0
モンシャトウコトブキピル

途242-356フ
1 1 A j I - 5 P M ( ティータイム〉土護休
６R u ～1 2 剛（ドリンクタイム〉日祝体

異人館のユーハイム

ラインの館
中央区北野町２丁目1 0 - 2 4

丘2 2 2 - 6 2 6 6
1 0 A M ～６ＦＭ第３木曜定休

フランス料理

グーニー北野
中央区北野町2 丁目7 - 1 8
リンズギャラリーＢ１Ｆ

念242-2562

英国風レストラン

St・GeorgeJapan
中央区北野町？丁目2 - 1 7

壷242-1234
? ＭM ～３F M < ランチタイム〉
５P M～1 1 P M (会員制）

フランス料理

ジャン・ムーラン
中央区北野町３丁目１－１

念2 4 2 - 4 1 8 8
１１: 3 0 A M ～Ｚ剛
５P M ~ 1 O P M水曜休ノ
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イラスト／佐藤晴美
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